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　桜咲く春は芽吹きの季節、新たなスタートの
季節です。
　今月から広報多賀城も　　 リニューアル。
　広報多賀城はこれからも、多賀城をもっとす
てきに、もっと住みやすくするためのまちづく
り情報を市民の皆さんに、お伝えしていきます。
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私
は
、
市
長
就
任
当
初
か
ら
一
貫
し

て
、「
市
民
が
主
役
」そ
し
て「
市
民
と

の
協
働
」の
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
旧
長
崎
屋
の
ら
く
が
き
消
し
隊
の
活

動
を
皮
切
り
に
、
政
庁
大
路
を
よ
み
が

え
ら
せ
た
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
花
々
の
種

を
ま
き
育
て
た
活
動
、
多
賀
城
駅
前
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
悠
久
の
詩
都
の

灯
り
」、
万
葉
ま
つ
り
や
あ
や
め
ま
つ

り
な
ど
の
お
祭
り
行
事
、「
お
ば
ん
で

す
懇
談
会
」や「
市
長
と
話
そ
う　
気
軽

に
ち
ょ
っ
と
茶
っ
と
」に
お
け
る
市
政

へ
の
提
言
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」や

「
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど

に
お
け
る
多
賀
城
を
良
く
し
よ
う
と
す

る
考
え
や
行
動
の
数
々
は
、市
民
協
働
の

輪
が
広
が
っ
て
き
た
現
れ
と
い
え
ま
す
。

　
主
役
で
あ
る
市
民
が
大
い
に
活
躍
す

る
機
会
や
場
が
増
え
る
と
と
も
に
、
多

く
の
市
民
の
思
い
が
目
に
見
え
る
形
・

活
動
へ
と
転
化
す
る
、
ま
さ
に
、
私
が

目
指
し
て
き
た「
市
民
一
人
一
人
が
よ

り
良
い
ま
ち
の
姿
を
考
え
、
主
体
的
に

活
躍
で
き
る
市
民
主
役
の
ま
ち
」へ
と

確
実
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
協
働
の
息
吹
を
大
き

く
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
と
再
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　
私
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
大
い
な
る

力
を
得
て
、
支
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、

育
ち
あ
え
る
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
、

市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
未
来
が
育
ま

れ
る
よ
う
、
住
み
よ
い
ま
ち
多
賀
城
づ

く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
環
境
整
備
】

●
平
成
22
年
度
で
小
中
学
校
や
保
育
所

の
耐
震
対
策
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
区

集
会
所
と
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
橋

の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
場
所
の
確
保
や
避
難

所
標
識
の
整
備
、
避
難
誘
導
体
制
の
確

立
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
元
気
で
健
や
か
な
子
ど
も
達
を
育

む
子
育
て
支
援
】

●
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
保
育

所
の
整
備
お
よ
び
過
密
化
し
て
い
る
留

守
家
庭
児
童
学
級
の
分
級
を
行
い
ま

す
。
併
せ
て
、
引
き
続
き
心
身
と
も
に

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
、
情
操
を
育

て
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
体

制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
学
校
施
設
の
改
修
を
行
い
、
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
市
民
の
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

地
域
環
境
の
整
備
】

●
第
五
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

と
協
力
を
得
な
が
ら
骨
子
の
作
り
込
み

を
行
い
、
そ
の
取
り
ま
と
め
を
鋭
意
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
、
市
民
活
動
団
体
や
自
治
組

織
な
ど
に
総
合
的
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、地
域
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

え
、協
働
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
と
産
業
創
造
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
】

●
八
幡
地
区
工
業
団
地
化
構
想
に
つ
い

て
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
開
発
手
法
な
ど
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
工
業
団
地
化
の
実
現

に
向
け
て
、
文
化
財
の
試
掘
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

●
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を

目
指
し
て
経
営
改
善
に
取
り
組
む
農
業

の
担
い
手
の
活
動
を
支
援
し
、
経
営
基

盤
の
安
定
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
史
都
市
心
の
顔
づ
く
り
と
歴
史
的

文
化
の
維
持
・
向
上
】

●
多
賀
城
駅
北
側
と
南
側
の
一
体
的
整

備
を
進
め
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
史

都
多
賀
城
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
持
つ

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

●
市
役
所
周
辺
の
文
教
地
区
に
つ
い

て
、
快
適
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

●
本
市
の
歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向
上

を
目
的
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
の
保
存
管

理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
35
年
に
多
賀
城
跡
の
調

査
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
50
年
を
迎
え
る

た
め
、
そ
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
基
盤

整
備
】

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

対
す
る
助
成
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
】

●
第
五
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
の
策
定

に
併
せ
、
行
政
評
価
、
予
算
編
成
、
定

員
管
理
お
よ
び
人
事
評
価
な
ど
が
一
体

的
に
運
営
さ
れ
る
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
推
進
し
ま
す
。

●
業
務
の
標
準
化
・
最
適
化
を
図
る
た

め
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
新
た
な
総
合

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
が
運
用
で
き
る
よ

う
、シ
ス
テ
ム
の
移
行
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
取
り
組
む
主
要
な
施

策
を
、
第
四
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
に

定
め
る
政
策
体
系
に
沿
っ
て
説
明
し
ま

す
。安

全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

公
共
交
通

●
バ
ス
運
行
事
業
は
、
多
賀
城
東
部
線

の
利
用
者
増
に
努
め
な
が
ら
、
西
部
地

区
に
お
い
て
多
賀
城
北
日
本
自
動
車
学

院
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
る「
多
賀
城

お
で
か
け
バ
ス 

万
葉
号
」の
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全

●
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
、
運
転
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
飲
食
店
な
ど
へ
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

防
犯

●
防
犯
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
多
賀
城
市
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
防
犯
活
動
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。　

消
防

●
消
防
団
活
動
に
必
要
な
消
防
用
資
機

材
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
購
入
後

16
年
を
経
過
し
て
い
る
消
防
団
第
2
分

団
の
ポ
ン
プ
車
を
更
新
し
ま
す
。

防
災

●
高
橋
跨
線
橋
や
多
賀
城
跡
管
理
事
務

所
の
耐
震
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
郷
土
芸
能
道
場
の
耐
震
改
修
設
計
や

中
央
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
診
断
と
設

計
を
行
い
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
か
ら
10
年
間
、
地
区
集

会
所
の
建
設
・
修
繕
な
ど
に
か
か
る
補

助
金
の
補
助
率
を
拡
充
し
ま
す
。

●
通
学
路
に
面
し
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

除
却
助
成
事
業
を
平
成
22
年
度
か
ら
4

年
間
で
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
丸
山
排
水
区
の
整
備
や
高
橋
雨
水
幹

線
の
調
査
設
計
な
ど
を
進
め
ま
す
。

●
大
規
模
地
震
災
害
な
ど
に
備
え
、
防

災
機
関
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
大
規

模
な
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

都
市
計
画

●
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
な
が

ら「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維

持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

く「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
心
市
街
地

●
J
R
仙
石
線
連
続
立
体
交
差
事
業

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
多
賀
城
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

●
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
見

直
し
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
多

賀
城
駅
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路

●
都
市
計
画
道
路
高
崎
大
代
線
、
市
道

留
ケ
谷
線
な
ど
の
道
路
改
良
事
業
を
、

多
賀
城
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
ち
ょ
く
に
併
せ
て
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

●
西
部
地
区
と
中
央
地
区
を
結
ぶ
幹
線

で
あ
る
新
田
南
錦
町
線
を
延
伸
す
る
と

と
も
に
南
宮
北
福
室
線
の
道
路
改
築
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
橋
の
調
査
点
検
を
行
い
、
橋
の
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

●（
仮
称
）多
賀
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
促
進
、
早
期
着
工
の
促
進
を
図

る
た
め
、
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら

予
定
地
部
分
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま

す
。

上
水
道

●
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
の
供
給
単
価
の

改
定
な
ど
に
伴
い
、
4
月
か
ら
水
道
料

金
の
値
下
げ
を
実
施
し
ま
す
。

●
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
更
新
や

地
震
に
強
い
水
道
な
ど
の
構
築
を
図
る

た
め
、
水
道
事
業
全
体
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
効
率
的
な
企
業
経
営
を
行
い

ま
す
。

消
費
生
活

●
有
資
格
者
に
よ
る
相
談
窓
口
の
充
実

を
図
り
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
と
問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

地
域
福
祉

●
地
域
福
祉
計
画
の
第
2
期
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
保
持
・
疾
病
予
防

●
健
康
た
が
じ
ょ
う
21
プ
ラ
ン
の
第
2

期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
多
賀
城
市
食
育
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
お
よ
び
職
場

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

●
国
保
事
業
と
し
て
、「
脳
ド
ッ
ク
検

診
助
成
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

●
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
保
育
所
の

新
設
と
既
設
保
育
所
の
増
築
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
保
護
者
の
病
気
や
仕
事
の
都
合
な
ど

の
理
由
で
、
一
時
的
に
保
育
所
で
子
ど

も
を
預
か
る
事
業
者
に
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

●
恒
常
的
に
定
員
を
超
過
し
、
過
密
化

し
て
い
る「
も
み
じ
学
級
」を
分
級
し
ま

す
。
ほ
か
の
留
守
家
庭
児
童
学
級
に
つ

い
て
も
順
次
検
討
し
、
児
童
の
保
育
環

境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉

●
障
害
者
の
自
立
の
た
め
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
民
間
事
業
者
、
市
民
活
動

団
体
や
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り

適
切
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

●
高
齢
者
の
方
々
が
、
新
た
な
技
術
や

技
能
を
習
得
し
、
お
互
い
が
交
流
す
る

拠
点
と
し
て「
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
」を
開
設
し
ま
す
。

市
営
住
宅

●
借
上
げ
住
宅
制
度
に
よ
る
市
営
山
王

住
宅
を
、
高
橋
地
区
に
建
設
し
、
今
秋

に
は
入
居
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
営
住
宅
の
効
率
的
な
予
防

保
全
と
施
設
機
能
の
向
上
を
図
る
た

め
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

心
豊
か
な
人
が
集
う
ま
ち

教
育
振
興

●
第
五
次
多
賀
城
市
総
合
計
画
の
策
定

と
連
動
し
な
が
ら
、（
仮
称
）多
賀
城
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

市民主役のまちづくりにまい進していきます

　
平
成
22
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
で
市
長
が
述
べ
た
平
成
22
年
度
施
政
方

針
か
ら
、
所
信
の
一
部
と「
安
全
・
安
心
」「
元
気
」「
快
適
」「
感
動
」の
4
つ
の

基
本
的
な
柱
に
基
づ
く「
史
都
そ
し
て
詩
都 

多
賀
城
」の
創
造
に
向
け
た
重
点

政
策
項
目
と
、
主
要
な
施
策
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成22年度施政方針の
あらまし

◆
重
点
政
策
項
目

◆
主
要
な
施
策

多賀城市長  菊地健次郞



2010年❖平成22年
広報多賀城 4月号

2010年❖平成22年
広報多賀城 4月号 �

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

市

政

情

報

2010年❖平成22年
広報多賀城 4月号

2010年❖平成22年
広報多賀城 4月号�

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

市

政

情

報

❖
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
め
た

総
額
で
、
3
3
0
億
2
6
1
万
3
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
す
る
と
、
一
般
会
計
で
は
10
・

6
％
の
増
、
特
別
会
計
で
は
1
・
9
％

の
増
、
水
道
事
業
会
計
で
は
26
・
1
％

の
減
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
が
、

1
9
0
億
円
に
達
し
た
の
は
平
成
13

年
度
以
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
増
額
予

算
と
な
る
の
は
、
平
成
18
年
度
以
来
、

実
に
4
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
平
成
22
年
度
当
初
予
算

は
、
地
域
経
済
の
着
実
な
回
復
と
、
将

来
の
安
定
的
な
成
長
を
目
指
し
た
国
の

経
済
対
策
と
連
動
し
て
い
る
も
の
で
、

地
域
活
力
向
上
と
、
市
民
生
活
の
豊
か

さ
の
向
上
に
力
点
を
置
い
た
、
い
わ
ば

積
極
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
よ
う
、
現
下
の
地
域
課
題
に

配
慮
し
た「
優
先
事
業
の
選
択
と
集
中
」

を
行
い
、
抑
制
す
べ
き
と
こ
ろ
は
抑
制

す
る
こ
と
に
意
を
尽
く
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
方
針
の
も
と
、
主
な
事
業

と
し
て
26
本
の
新
規
事
業
を
掲
げ
る
ほ

か
、
地
域
課
題
に
沿
っ
た
事
業
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
市
民
が
希
望
に
満
ち
た

暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、
最
善
の
努
力

を
し
ま
し
た
。

学
校
教
育

●
小
中
学
校
8
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

●
城
南
小
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
造

工
事
や
山
王
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
設

計
に
着
手
し
ま
す
。

●
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
英

語
教
材
お
よ
び
武
道
用
具
を
整
備
し
ま

す
。

生
涯
学
習

●
音
楽
を
通
じ
た「
子
育
て
に
や
さ
し

い
ま
ち
」を
目
指
し
、
乳
幼
児
な
ど
を

対
象
と
し
た「
歴
史
と
音
楽
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
シ
テ
ィ
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。

●
山
王
地
区
公
民
館
本
館
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
老
朽
化
対
策
と
し
て
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

●
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
体
制

を
整
え
、
地
域
の
教
育
力
向
上
な
ど
を

図
る「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」を
実

施
し
ま
す
。

●「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
多
賀
城
八

幡
小
学
校
で
も
実
施
し
ま
す
。

●
4
月
か
ら
、
学
校
施
設
開
放
事
業
の

一
環
と
し
て
多
賀
城
小
学
校
の
多
目
的

ホ
ー
ル
な
ど
を
開
放
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

●
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
の

も
と
に
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
や
職
場
で
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
育
成
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

●
N
P
O
法
人
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
の
協
働
に
よ
り
、
誰
も
が

楽
し
め
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
増

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
中
央
公
園
の
野
球
場
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
い
、
利

用
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

文
化
財

●
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
調
査
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、「
発
掘
さ
れ
た
日
本

列
島
展
」を
開
催
す
る
ほ
か
、
記
念

D
V
D
の
制
作
や
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
ま
す
。

●
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
を
適
切

に
保
存
管
理
し
、
整
備
活
用
を
図
る
た

め
、「
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
第

三
次
保
存
管
理
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

自
然
環
境
と
共
生
し
た
居
住
空
間
の

あ
る
ま
ち

生
活
環
境

●
多
賀
城
市
環
境
基
本
計
画
の
第
2
期

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費

用
に
対
す
る
助
成
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

●「
七
ケ
浜
町
公
園
墓
地
蓮
沼
苑
」の
墓

地
50
区
画
の
使
用
権
を
取
得
し
、
希
望

者
に
譲
渡
し
ま
す
。

廃
棄
物

●
ゴ
ミ
の
分
別
や
収
集
日
を
記
載
し
た

「
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
成
し
全

戸
に
配
布
し
ま
す
。

●
一
般
家
庭
に
対
す
る「
生
ご
み
処
理

容
器
購
入
助
成
」を
継
続
し
な
が
ら
、

子
ど
も
会
な
ど
の
資
源
回
収
団
体
の
活

動
が
よ
り
活
発
な
も
の
と
な
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
減
量

な
ど
の
指
導
を
行
い
、
廃
棄
物
の
減
量

と
適
正
処
理
に
努
め
ま
す
。

都
市
緑
化

●
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
中
央
公

園
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
生
垣
助
成
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

緑
を
守
り
、
緑
を
つ
く
り
、
そ
し
て
、

緑
を
支
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。活

気
と
賑
わ
い
の
あ
る

元
気
な
ま
ち

八
幡
地
区
工
業
団
地
化
構
想

●
平
成
22
年
度
の
仙
塩
広
域
都
市
計
画

の
変
更
に
お
い
て
、
工
業
団
地
化
の
実

現
に
向
け
、
宮
城
県
と
調
整
す
る
と
と

も
に
、
文
化
財
の
試
掘
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

農
業

●
安
全
で
安
心
な
農
作
物
の
生
産
と
流

通
販
売
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
農

業
経
営
改
善
の
調
査
研
究
な
ど
を
行
う

農
家
自
立
経
営
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

商
工
業

●
市
内
企
業
の
経
営
安
定
と
健
全
な
発

展
の
た
め
、
事
業
資
金
を
必
要
と
す
る

中
小
企
業
へ
の
融
資
制
度
を
実
施
し
ま

す
。

●
商
工
会
へ
の
支
援
お
よ
び
商
店
街
の

振
興
を
図
る
た
め
、
各
地
域
の
商
店
街

イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
の
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
多
賀
城
市
地
域
職
業
相
談
室
に
お
け

る
職
業
相
談
な
ど
を
核
と
し
な
が
ら
、

中
高
齢
者
に
対
す
る
再
就
職
支
援
や
、

定
職
に
就
け
な
い
若
者
の
就
職
活
動
を

支
援
す
る
た
め「
若
年
者
向
け
就
職
支

援
講
座
」を
実
施
し
ま
す
。

●
高
校
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
者
や

求
職
中
の
方
を
対
象
に
、
市
の
臨
時
職

員
と
し
て
の
採
用
や
各
種
業
務
の
デ
ー

タ
作
成
、
環
境
保
全
業
務
な
ど
の
業
務

委
託
を
実
施
す
る
中
で
、
1
0
4
人

の
雇
用
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

観
光

●
引
き
続
き
、仙
台・宮
城「
伊
達
な
旅
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
画
し
、
多
賀
城
市

の
魅
力
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
資
源
と
魅
力
を

紹
介
す
る
イ
メ
ー
ジ
動
画
を
制
作
し
、

観
光
案
内
所
な
ど
で
放
映
を
行
い
、
誘

客
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
推
進

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

●
市
民
の
相
互
学
習
の
促
進
と
地
域
自

治
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る「
多
賀

城
市
住
民
自
治
基
盤
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●「
地
域
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
助
言

を
も
と
に
、
市
民
活
動
団
体
や
自
治
会

の
自
立
育
成
に
必
要
な
研
修
会
、
情
報

提
供
お
よ
び
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
平
城
遷

都
1
3
0
0
年
祭
の
中
で
行
わ
れ
る

友
好
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
継
続
し
て
太
宰
府
市
、
天

童
市
と
の
交
流
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4

◆平成22年度の主な政策重点事業（新規事業26本を含む）
【安全・安心】 【元気】
●地区集会所の耐震化促進補助事業 16,442千円 ●新田南錦町線道路改築事業 125,000千円
●危険ブロック塀等除却事業 2,000千円 ●南宮北福室線道路改築事業 307,500千円
●郷土芸能道場耐震設計業務 900千円 ●農家自立経営スタートアップ事業 500千円
●6・13多賀城市総合防災訓練 1,000千円 ●学校支援地域本部事業 486千円
●山王市営住宅建替事業 97,250千円 ●ねんりんピック開催準備事業 342千円
●山王市営住宅借上事業 17,640千円 ●第5次総合計画策定事業 5,656千円
●市営住宅長寿命化計画策定事業 4,885千円 ●大規模工業団地造成事業 16,615千円
●高橋跨線橋耐震補強事業 50,000千円 ●協働によるまちづくり促進事業（住民自治基盤形成プロジェクト） 2,750千円
●橋りょう長寿命化修繕計画策定事業 3,833千円 ●ふるさと雇用再生特別基金事業 51,309千円
●私立保育所運営費補助金（一時預かり分） 4,590千円 ●緊急雇用創出事業 63,603千円
●私立保育所建設補助事業 214,205千円 ●歴史と音楽のシンフォニー・シティ事業 2,600千円
●子ども手当支給事業 1,298,254千円 ●JR仙石線連続立体交差事業 297,382千円
●鶴ケ谷児童館の排水管及び雨樋修繕事業 3,147千円 ●多賀城駅周辺土地区画整理事業 67,509千円
●下水道総合地震対策事業（下水道特別会計） 25,000千円 【快適・感動】
●脳検診補助事業 5,000千円 ●友好都市交流推進事業 2,680千円

●�多賀城跡発掘調査50周年記念事業（発掘された日本列島展） 6,305千円
●�多賀城跡発掘調査50周年記念事業（展示室リニューアル） 20,000千円
●住宅用太陽光発電導入補助事業 6,500千円
●市役所西庁舎改修事業（太陽光発電） 3,000千円
●歴史的風致維持向上基本計画策定事業 36,206千円
●観光宣伝イメージビデオ作成業務 1,509千円
●観光サイン整備事業 3,500千円

◆平成22年度各種会計予算

会　計　区　分 平成22年度当初予算 平成21年度当初予算 対　前　年　度　比
増　減　額 増 減 率

一　般　会　計 190億2,000万円 171億9,000万円 18億3,000万円 10.6
特　別　会　計 116億4,550万円 114億2,700万円 2億1,850万円 1.9

国 民 健 康 保 険 52億4,000万円 52億5,800万円 ▲1,800万円 ▲0.3
老 人 保 健 1,600万円 3,100万円 ▲1,500万円 ▲48.4
介 護 保 険 28億700万円 26億2,200万円 1億8,500万円 7.1
下 水 道 事 業 31億3,550万円 31億2,200万円 1,350万円 0.4
後 期 高 齢 者 医 療 4億4,700万円 3億9,400万円 5,300万円 13.5

企　業　会　計 23億3,711万3千円 31億6,108万9千円 ▲8億2,397万6千円 ▲26.1
水 道 事 業 23億3,711万3千円 31億6,108万9千円 ▲8億2,397万6千円 ▲26.1

総　　　　　額 330億261万3千円 317億7,808万9千円 12億2,452万4千円 3.9

予算総額330億261万3千円、対前年度3.9％増↑
一般会計190億2,000万円、対前年度10.6％増↑
一般会計当初予算が、190億円に達したのは平成13年度以来!!

平成22 年度当初

予 算 の あ ら ま し

問／市長公室行政経営担当　内線212～214
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市

政

情

報

人
事

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

小
林
良り

ょ
う
こ子

委
員
お
よ
び
髙
橋
正ま

さ
よ
し至

委
員
の
任
期
が
、
平
成
22
年
6
月
30
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
両
委

員
を
再
度
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

▼
多
賀
城
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て
、

共
通
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
7
月
か

ら
、
市
税
等
還
付
請
求
、
建
物
等
新

築
届
出
書
、
犬
の
死
亡
届
、
介
護
保

険
住
所
地
特
例
施
設
入
・
退
所
連
絡
、

医
療
費
助
成
受
給
内
容
変
更
届
、
給

水
装
置
使
用
開
始
・
中
止
・
変
更
届
、

な
ど
12
の
手
続
き
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
申
請
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
22

年
度
に
つ
い
て
も
、
市
長
お
よ
び
副
市

長
の
給
料
お
よ
び
期
末
手
当
の
支
給
額

を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
こ
れ
に
よ
り
、
市
長
の
給
料
月
額

お
よ
び
期
末
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ

10
％
、
副
市
長
の
給
料
月
額
お
よ
び

期
末
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ
5
％
減
額
と

な
り
ま
す
。

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
22

年
度
に
つ
い
て
も
、
教
育
長
の
給
料
お

よ
び
期
末
手
当
の
支
給
額
を
減
額
す
る

こ
と
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

＊
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
長
の
給
料
月

額
お
よ
び
期
末
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ

5
％
減
額
と
な
り
ま
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
手
当
に
係
る
異
動
保
障
制
度
を

廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
こ
れ
は
、
平
成
21
年
11
月
、
第
4
回

臨
時
会
に
上
程
し
、
原
案
可
決
し
た

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

時
間
外
勤
務
が
月
60
時
間
を
超
え

た
場
合
に
お
け
る
手
当
の
割
増
や
代

替
休
の
指
定
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
所
要
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
多
賀
城
市
道
路
占
用
料
等
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
近
年
の
全
国
的
な
地
価
の
下
落
な
ど

の
現
状
を
踏
ま
え
、
道
路
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
、
指
定
区
間
の
国
道
に
係
る

占
用
料
の
額
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
市
の
市
道
な
ど
に
係
る
占
用
料

な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
と

す
る
た
め
、
関
係
す
る
条
例（
多
賀
城

市
道
路
占
用
料
等
条
例
、
多
賀
城
市
都

市
公
園
条
例
、
多
賀
城
市
財
産
条
例
、

多
賀
城
市
公
共
物
管
理
条
例
）に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
特
別
展
を
観
覧
す
る
方
に
対

し
、
観
覧
料
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

▼
多
賀
城
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変

更
に
つ
い
て

　
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
べ
く
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
南
寿
福
寺
二
号
線
」ほ
か
37
路
線
を

市
道
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
天
真
小
学
校
校
舎
地
震

補
強
等（
建
築
）工
事
）

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
第
二
中
学
校
校
舎
地
震

補
強
等（
建
築
）工
事
）

　
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

▼
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　
次
表
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算

▼
平
成
22
年
度
各
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て

　
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針（
市
の
主

な
事
業
の
進
め
方
）と
当
初
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
2
〜
5
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市民活動サポートセンターでは、2階市民活動共同事務室内に、市民活動団体が簡易事務所として活用でき
る事務用ブースを備えています。
　共同事務室では、日常的な事務作業やパソコンを持ち込んでのデスクワークも
可能で、開館時間内ならいつでもご利用いただけます。また、活動の困りごとや
悩みごとについて、いつでもセンタースタッフが相談に応じ、入居団体の活動発
展のために、さまざまなサービスを提供します。
使用料／月1,000円　　　　申込期間／6月1日㈫〜平成23年5月31日㈫
入居期間／最長3年間　　　問／多賀城市市民活動サポートセンター☎368-7745

サポセンブース（1区画4㎡）は 、市民活動の頼れる味方！

　
3
月
13
日
㈯
多
賀
城
小
学
校
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、
1
0
0
人
が
参
加
し
、

お
ら
ほ
の
ま
ち
彩
発
見「
こ
み
ゅ
に

て
ぃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」こ
み
プ
ロ
学
習

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
市
内
4
地
区（
西

部
・
中
央
・
東
部
・
大
代
）で
始
ま
っ

た
こ
み
プ
ロ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
一

年
間
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。

各
地
区
の
発
表
の
内
容

西
部
地
区

　

第
2
回
こ
み
プ
ロ
で
作
成
し
た「
西

部
地
区
良
い
と
こ
ろ
マ
ッ
プ
」、
こ
れ

ま
で
の
話
し
合
い
で
出
た
地
域
づ
く
り

を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
、
多
賀
城
れ
ん
げ
ま
つ
り
な
ど
の
活

動
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
実
践
に
結
び
つ
け
る
の
か

を
次
年
度
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

中
央
地
区

　
話
し
合
い
の
中
で
導
き
出
さ
れ
た
6

つ
の
課
題
を
紹
介
し
、課
題
の
一
つ（
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
）を
取
り
上
げ
、

具
体
的
解
決
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
は
、
手
作
り
感
を
重
視
し
、
み

ん
な
で
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
。
鉄
道
高
架

の
模
型
や
人
の
手
の
ひ
ら
を
さ
ざ
ん
か

の
花
に
見
立
て
た
演
出
を
行
い
、
中
央

地
区
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
表
現
し
ま
し
た
。

東
部
地
区

　
こ
れ
ま
で
こ
み
プ
ロ
で
話
し
合
わ
れ

た
内
容
や
発
見
、
東
部
地
区
の
魅
力
な

ど
を
発
表
者
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
発
表
。
東
部
と

し
て
は
地
域
内
交
流
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
つ
な
が
り
、
知
り
合
う
」関
係
づ
く
り

が
重
要
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

大
代
地
区

　
こ
れ
ま
で
の
大
代
こ
み
プ
ロ
の
取
り

組
み
と
、
大
代
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
と

課
題
を
、
住
民
の
方
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
映
像
で
つ
づ
り
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
風
に
紹
介
し
ま
し
た
。
大
代

こ
み
プ
ロ
に
参
加
し
た
感
想
を
伝
え
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想

・�

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
し
合

い
の
熱
気
・
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

発
表
で
し
た
。

・�

各
地
区
と
も
発
表
内
容
に
工
夫
が
あ

り
、
大
変
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。

・�

各
地
域
の
皆
さ
ん
の
や
る
気
に
感
心

し
ま
し
た
。
自
分
も
見
習
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

・�

内
容
は
今
の
時
代
に
必
要
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
聞
い
て
も
ら
え
る
広
報
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係　
内
線
2
5
1

お
ば
ん
で
す
懇
談
会
の
今
後
の
予
定

日
時
／
4
月
13
日
㈫
午
後
7
時
か
ら

会
場
／
市
川
集
会
所（
多
賀
城
跡
管
理

事
務
所
）

＊
懇
談
の
あ
ら
ま
し
は
、
広
報
多
賀
城

6
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

●
市
長
と
話
そ
う
〜
気
軽
に
ち
ょ
っ
と

茶
っ
と
の
今
後
の
予
定
は
未
定
で
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴

係　
内
線
2
5
5

友
好
都
市
奈
良
を
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
！

　
5
月
22
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
奈
良
市

の
姉
妹
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
、
多
賀

城
市
の
歴
史
や
伝
統
芸
能
な
ど
を
紹
介

す
る
市
民
訪
問
団
が
参
加
し
ま
す
。
こ

れ
と
合
わ
せ
て
、
平
城
遷
都
1
3
0
0

年
祭
を
訪
れ
る
市
民
ツ
ア
ー
も
企
画
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
古
都
奈
良
を
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係　
内
線
2
5
1
、
2
5
2

第
1
回
市
議
会
定
例
会
の
結
果

　
平
成
22
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
が
2
月
18
日
か
ら
3
月
12
日
ま
で
23
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
と
審
議
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
チ
カ
ラ
総
集
結
！　
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
！

�

こ
み
プ
ロ
学
習
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

■一般会計補正予算
（単位：千円）

会計区分 補正前の額 補正額 計
一般会計 19,741,187 285,501 20,026,688

[主な一般会計補正予算] (単位：千円)

・賦課徴収費の減額（過誤納還付金） △47,000

・障害者福祉費の増額（障害者自立支援給付費） 47,387

・留守家庭児童対策費の増額（新学級設置改修工事費等） 5,647

・清掃総務費の減額（宮城東部衛生処理組合負担金） △17,286

・商工振興費の増額（中小企業振興資金融資制度保証料等） 6,109

・下水道事業特別会計繰出金の減額 △22,543

・学校管理費（小中学校）の増額（太陽光発電導入事業費） 281,151

・学校管理費（小学校）の増額
　（城南小学校屋内運動場大規模改造等事業費） 125,883

■特別会計補正予算
（単位：千円）

会計区分 補正前の額 補正額 計
国民健康保険 5,242,723 325,568 5,568,291
老人保健 31,359 △5,559 25,800
介護保険 2,703,329 25,988 2,729,317
下水道事業 3,060,725 △20,497 3,040,228

後期高齢者医療 396,679 10,950 407,629

■水道事業会計補正予算
収益的収入および支出 （単位：千円）

区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 2,005,335 △57,106 1,948,229
支　出 1,807,899 △10,092 1,797,807

資本的収入および支出 （単位：千円）

区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 757,983 △5,249 752,734
支　出 1,301,388 △771 1,300,617
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市

政

情

報

⑬
徳と

く
が
わ
み
つ
く
に

川
光
圀

　
那

な
す
の
く
に
の
み
や
つ
こ
の
ひ

須
国
造
碑
や
多
賀
城
碑
の
保
存
に

力
を
尽
く
し
た
徳
川
光
圀（
1
6
2
8

〜
1
7
0
0
）は
、
古
墳
の
発
掘
調
査

も
行
っ
て
い
ま
す
。
那
須
国
造
碑
と
の

関
連
を
求
め
て
侍

さ
む
ら
い
づ
か

塚（
当
時
は
車

く
る
ま
づ
か

塚（
栃

木
県
大
田
原
市
））古
墳
を
発
掘
調
査
し

ま
し
た
。
学
術
的
な
も
の
と
し
て
は
日

本
最
初
の
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑭
伊だ

て
よ
し
む
ら

達
吉
村

　

仙
台
藩
五
代
藩
主
伊
達
吉
村

（
1
6
8
0
〜
1
7
5
1
）は
、
藩
政
全

般
に
わ
た
り
、
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら

し
た
名
君
と
し
て
知
ら
れ
、
後
世
、「
御

中
興
の
英
主
」と
称
さ
れ
ま
し
た
。
歌

人
と
し
て
も
名
高
く
、
末
の
松
山
を
訪

れ
、
和
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。

⑮
伊い

と
う
の
ぶ
お

東
信
雄

　
伊
東
信
雄（
1
9
0
8
〜
1
9
8
7
）

を
団
長
と
し
て
、
多
賀
城
廃
寺
跡
の
発

掘
調
査
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
36
年

の
こ
と
で
す
。
以
後
、
現
在
に
至
る
ま

で
、
多
賀
城
跡
の
調
査
は
た
ゆ
み
な
く

続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
35
年
の
多
賀
城
跡
発

掘
調
査
事
業
開
始
か
ら
50
年
目
と
い
う
、

大
き
な
節
目
の
年
で
す
。

＊
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た「
古
今
往
来
た

が
じ
ょ
う
人
物
伝
」の
内
容
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
／
文
化
財
課
文
化
財
係

内
線
5
7
1
、
5
7
2

に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

⑪
北き

た
ば
た
け
あ
き
い
え

畠
顕
家

　
北
畠
顕
家（
1
3
1
8
〜
1
3
3
8
）

は
、
南
北
朝
時
代
の
公く

ぎ
ょ
う卿

で
、
後ご

だ
い
ご

醍
醐

天
皇
に
よ
り
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
、

義の
り
よ
し良

親
王（
後
の
後ご

む
ら
か
み

村
上
天
皇
）と
と
も

に
陸
奥
国
府
に
赴
任
し
ま
し
た
。
武
将

と
し
て
も
活
躍
し
、
足
利
尊
氏
を
九
州

に
敗
走
さ
せ
る
な
ど
の
働
き
を
し
ま
す

が
、
21
歳
の
若
さ
で
戦
死
し
ま
し
た
。

⑫
松ま

つ
お
ば
し
ょ
う

尾
芭
蕉

　
「
漂ひ

ょ
う
は
く泊

の
詩
人
」
松
尾
芭
蕉

（
1
6
4
4
〜
1
6
9
4
）が「
お
く
の

ほ
そ
道
」の
旅
に
出
た
の
は
元
禄
二

（
1
6
8
9
）年
、
今
か
ら
三
二
〇
年
前

の
こ
と
で
し
た
。
芭
蕉
が
訪
れ
た
地
は

新
た
な
名
所
と
し
て
今
な
お
多
く
の

人
々
を

引
き
つ

け
て
い

ま
す
。

⑧
源み

な
も
と
の
よ
し
い
え

義

家

　
源
義
家（
1
0
3
9
〜
1
1
0
6
）は
、

前
九
年
・
後
三
年
の
役
で
活
躍
し
た
武

将
で
す
。
空
飛
ぶ
雁
が
列
を
乱
す
の
を

見
て
、
伏
兵
を
察
知
し
た
話
な
ど
、
数

多
く
の
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
源
頼

朝
や
足あ

し
か
が
た
か
う
じ

利
尊
氏
の
祖
先
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
武
将
の
理
想
像
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
西さ

い
ぎ
ょ
う行

　
西
行（
1
1
1
8
〜
1
1
9
0
）は
俗

名
を
佐さ

と
う
の
り
き
よ

藤
義
清
と
い
い
、
鳥と

ば
じ
ょ
う
こ
う

羽
上
皇
の

警
護
に
あ
た
る
北ほ

く
め
ん面

の
武
士
で
し
た

が
、
23
歳
の
若
さ
で
出
家
し
ま
す
。
仏

道
の
か
た
わ
ら
諸
国
を
巡
り
、
多
く
の

歌
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
生
き
方
は
後

世
の
宗そ

う
ぎ祇

や
芭
蕉
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑩
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼

朝

　
鎌
倉
幕
府
を
開
き
、
初
め
て
武
家
の

政
権
を
樹
立
し
た
源
頼
朝（
1
1
4
7

〜
1
1
9
9
）は
、
平
家
を
滅
ぼ
し
た

あ
と
、
自
ら
陣
頭
に
立
ち
、
全
国
の
武

士
を
大
動
員
し
、
平
泉
藤
原
氏
を
滅
ぼ

し
ま
し
た
。
そ
の
往
還
に
、
多
賀
国
府

①
大お

お
の
あ
ず
ま
ひ
と

野
東
人

　
多
賀
城
を
創
建
し
、
多
賀
城
碑
に
も

そ
の
名
を
残
す
大
野
東
人（
?
〜

7
4
2
）は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
政

治
・
軍
事
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
任

務
を
果
た
し
た
一
方
、
天
平
十
二

（
7
4
0
）年
、
九
州
で
起
き
た
藤

ふ
じ
わ
ら
の
ひ
ろ

原
広

嗣つ
ぐ

の
乱
を
平
定
す
る
な
ど
、
武
人
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

②
百く

だ
ら
の
こ
に
き
し
き
ょ
う
ふ
く

済
王
敬
福

　
朝
鮮
半
島
の
百
済
王
族
の
子
孫
で
あ

る
百
済
王
敬
福（
6
9
7
〜
7
6
6
）

は
、
陸
奥
守
在
任
中
、
金
九
百
両
を

聖し
ょ
う
む武

天
皇
に
献
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
東
大
寺
の
大
仏
は
無
事
完
成

し
、
感
激
し
た
天
皇
は
年
号
を
天

て
ん
ぴ
ょ
う
か
ん

平
感

宝ぽ
う

に
改
め
ま
し
た
。

③
藤

ふ
じ
わ
ら
の
あ
さ
か
り

原
朝
獦

　
東
北
地
方
の
全
権
を
掌
握
し
、
雄お

が
ち勝

城じ
ょ
う（

秋
田
県
大
仙
市
）、
桃も

の
う
じ
ょ
う

生
城（
石
巻

市
）を
造
営
、
さ
ら
に
多
賀
城
と
秋
田

城
の
大
々
的
な
改
修
を
行
い
、
対
蝦
夷

政
策
を
強
行
に
進
め
た
藤
原
朝
獦（
?

〜
7
6
4
）で
す
が
、
反
乱
を
起
こ
し

た
父
仲な

か
ま
ろ

麻
呂
と
行
動
を
共
に
し
、
天
平

宝
字
八（
7
6
4
）年
、
近お

う
み
の
く
に

江
国
で
最
期

を
と
げ
ま
し
た
。

④
大お

お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

　

大
伴
家
持（
7
1
8
？
〜
7
8
5
）

は
、
五
世
紀
以
来
の
名
門
大
伴
氏
の
嫡

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

伊こ
れ
は
り
の
き
み
あ
ざ
ま
ろ

治
公
呰
麻
呂
の
乱
に
よ
っ
て
混
乱
し

た
陸
奥
国
を
立
て
直
す
た
め
多
賀
城
に

派
遣
さ
れ
、
こ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
、
万

ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

葉
集

の
編
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
坂さ

か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ

上
田
村
麻
呂

　
多
賀
城
に
赴
任
し
た
征
夷
大
将
軍
坂

上
田
村
麻
呂（
7
5
8
〜
8
1
1
）は
、

長
期
に
わ
た
っ
た
蝦
夷
と
中
央
政
府
と

の
戦
い
を
収
束
さ
せ
、
胆い

さ
わ
じ
ょ
う

沢
城（
奥
州

市
）、
志し

わ波
城じ

ょ
う（

盛
岡
市
）を
造
営
し
ま

し
た
。
後
世
、
英
雄
と
し
て
多
く
の
伝

説
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
田
村
麻
呂
創
建

と
伝
え
る
寺
社
が
全
国
に
分
布
し
て
い

ま
す
。

⑥
源み

な
も
と
の
と
お
る融

　
源
融（
8
2
2
〜
8
9
5
）は
、
嵯さ

が峨

天
皇
の
第
八
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
が
、
源
の
姓
を
与
え
ら
れ
、
臣
下
に

下
り
ま
す
。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
、
光

源
氏
の
モ
デ
ル
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鴨
川
の
ほ
と
り
の
邸
宅
に
塩
竈
を
模

し
た
庭
を
造
り
、
海
水
を
運
ば
せ
て
藻も

塩し
お

を
焼
か
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑦
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
ね
か
た

原
実
方

　
清せ

い
し
ょ
う
な
ご
ん

少
納
言
な
ど
と
交
遊
を
も
ち
、
歌

人
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
藤
原
実
方

（
?
〜
9
9
8
）は
、
陸
奥
守
と
し
て
は

異
例
の
高
い
地
位
で
赴
任
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
後
世
、
一
条
天
皇

が「
歌

う
た
ま
く
ら

枕
を
見
て
来
る
よ
う
に
」と
実
方

に
命
じ
た
か
ら
、
と
い
う
伝
説
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
広
報
多
賀
城
1
月
号
よ
り
全
15
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
き
た「
古
今
往
来
た
が
じ
ょ
う
人
物
伝
」。「
み
ち
の
く
の

遠
の
朝
廷
」の
時
代
か
ら
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
多
賀
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
人
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
、
い
に
し
え
へ
の
思
い

を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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大
正
11

明
治
26
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治
22

明
治
1

元
禄
16

元
禄
7

元
禄
2

寛
永
16

慶
長
8

慶
長
5

永
禄
18

天
正
1

延
元
2
・

建
武
4

元
弘
3
・

正
慶
2

建
久
3

多
賀
城
創
建
1
3
0
0
年

多
賀
城
跡
発
掘
調
査
50
周
年

平
城
遷
都
1
3
0
0
年

多
賀
城
碑
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

山
王
遺
跡
千
刈
田
地
区
、
特
別
史
跡
に
追
加
指
定

柏
木
遺
跡
、
特
別
史
跡
に
追
加
指
定

館
前
遺
跡
、
特
別
史
跡
に
追
加
指
定

市
制
施
行

多
賀
城
跡
・
多
賀
城
廃
寺
跡
が
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
る

伊
東
信
雄
を
団
長
と
し
て
多
賀
城
廃
寺
跡
の
発
掘

調
査
が
開
始
さ
れ
る
⑮

多
賀
城
跡
の
発
掘
調
査
事
業
が
開
始
さ
れ
る

町
制
施
行

第
2
次
世
界
大
戦
戦
争
終
結

多
賀
城
海
軍
工
廠
開
庁

多
賀
城
跡
が
多
賀
城
廃
寺
跡
と
と
も
に
史
跡
に
指

定
さ
れ
る

正
岡
子
規
、
与
謝
野
鉄
幹
、
多
賀
城
を
訪
れ
る

多
賀
城
村
が
で
き
、
役
場
を
市
川
の
玉
川
寺
に
置

く 戊
辰
戦
争
が
終
わ
り
、
明
治
と
改
元

伊
達
吉
村
、
仙
台
藩
5
代
藩
主
と
な
る
⑭

こ
の
頃
徳
川
光
圀
、
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
に
書
簡

を
送
り
、
多
賀
城
碑
の
覆
屋
建
設
を
勧
め
る
⑬

松
尾
芭
蕉「
壺
碑
、
末
松
山
、
野
田
玉
川
、
浮
島
」

な
ど
を
見
る
⑫

天
童
頼
長
、
涌
谷
伊
達
家
に
戻
り
、
伊
達
安
芸
宗
重

を
名
乗
る
。
伊
達
騒
動
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る

徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

仙
台
城
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
伊
達
政
宗
入
城

関
ケ
原
の
戦
い

八
幡
氏
、
留
守
氏
の
所
替
え
に
従
い
、
八
幡
を
去

る 室
町
幕
府
滅
び
る

北
畠
顕
家
、
陸
奥
国
府
を
放
棄
し
、
霊
山
に
移
る

北
畠
顕
家
、
義
良
親
王
を
奉
じ
陸
奥
国
府
に
赴
く

⑪ 源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る
⑩
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暦
5

貞
観
11

貞
観
6

延
暦
21

延
暦
13

延
暦
10

延
暦
4

延
暦
1

宝
亀
11

宝
亀
5

天
平
宝
字
6

天
平
感
宝
1

天
平
9

神
亀
1

和
銅
3 年
号

西
行
、
再
び
陸
奥
国
を
訪
れ
る
⑨

源
義
家
、
陸
奥
守
と
な
る

後
三
年
の
役（
～
1
0
8
7
）

前
九
年
の
役（
～
1
0
6
2
）⑧

藤
原
実
方
、
陸
奥
守
と
し
て
赴
任
⑦

こ
の
頃
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
多
賀
城
は
維
持
さ
れ

な
く
な
る

陸
奥
国
大
地
震
、
城
下
に
津
波
が
押
し
寄
せ
る

源
融
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
に
任
命
さ
れ
る
⑥

坂
上
田
村
麻
呂
、
胆
沢
城
を
つ
く
り
多
賀
城
か
ら

鎮
守
府
を
う
つ
す
⑤

平
安
京
に
都
を
う
つ
す

蝦
夷
征
討
の
た
め
、
10
万
の
大
軍
が
送
り
込
ま
れ
る

大
伴
家
持
、
多
賀
城
に
お
い
て
病
没
④

大
伴
家
持
、
陸
奥
按
察
使
・
鎮
守
将
軍
と
な
る

伊
治
公
呰
麻
呂
が
多
賀
城
を
襲
い
、
火
を
放
つ

海
道
の
蝦
夷
が
桃
生
城
を
襲
う
。
以
後
、
38
年
に
わ

た
り
、
蝦
夷
と
中
央
政
府
と
の
間
で
戦
い
が
続
く

多
賀
城
碑
建
立
。
多
賀
城
碑
に
よ
れ
ば
こ
の
年
藤

原
朝
獦
多
賀
城
を
修
造
す
る
③

陸
奥
守
百
済
王
敬
福
、
小
田
郡（
現
涌
谷
町
）で
産

出
し
た
金
を
献
上
す
る
②

大
野
東
人
、
陸
奥
国
か
ら
出
羽
柵
に
至
る
直
路
を

開
こ
う
と
す
る
。
多
賀
柵
の
初
見
①

多
賀
城
が
つ
く
ら
れ
る（
多
賀
城
碑
に
よ
る
）

平
城
京
に
都
を
う
つ
す
主
な
で
き
ご
と

多
賀
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る　

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
先
人
た
ち

古
今
往
来
た
が
じ
ょ
う
人
物
伝　

〜
巡
跡
集
〜

▲

東
大
寺
転
害
門
か
ら
大
伴
氏
の
邸
宅
が

あ
っ
た
佐
保
を
の
ぞ
む

▲田村麻呂創建の言い伝えがある八幡
神社（多賀城市宮内）

▲奥州合戦の激戦地となった阿津賀志
山（福島県国見町）

▲芭蕉が眠る義仲寺（滋賀県大津市）

▲

能「
融
」（
平
成
21
年
度
万
葉
ま
つ
り
）

▲

顕
家
像（
福
島
県
伊
達
市
霊
山
神
社
）
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今
回
の
運
動
は
、
①
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
、
②
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
③
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
、
④
飲
酒
運
転
の

根
絶
の
4
点
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
、
加
害
者
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
や
周
り
の
人
た

ち
を
も
不
幸
に
し
ま
す
。

　
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
く
暮
ら

す
た
め
に
も
、
交
通
事
故
を
無
く
す
努

力
が
必
要
で
す
。

　
毎
日
の
通
学
、
通
勤
な
ど
で
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い

よ
う
、み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
2

交
通
安
全
指
導
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

本
市
で
は
、
交
通
事
故
を
防
止
し
、

交
通
規
則
や
交
通
マ
ナ
ー
の
意
識
向
上

と
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
交
通
安
全

指
導
隊
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
隊
員
は
、
毎
月
1
日
、
5
日
、
15
日
、

25
日（
休
日
を
除
く
）の
朝
、
春
秋
の
交

通
安
全
運
動
期
間
お
よ
び
小
・
中
学
校

の
始
終
業
日
な
ど
に
お
け
る
定
期
的
な

街
頭
指
導
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
歩
行
者
の
交
通
誘
導
に
従
事
し
ま

す
。

　

身
分
は
市
の
非
常
勤
特
別
職
と
な

り
、一
回
の
出
動
ご
と
の
出
動
報
酬
と
、

定
額
の
年
額
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上

満
65
歳
未
満
の
方
で
、
健
康
で
元
気
な

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
指
導
隊
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
交
通
事
故
の
無
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」に
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。　

＊
今
回
の
募
集
は
、
教
育
班（
保
育
所

な
ど
で
交
通
教
育
に
従
事
す
る
班
）を

除
き
ま
す
。

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
2

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
活
動

を
お
手
伝
い
し
ま
せ
ん
か

対
象
／
高
校
生
以
上
で
、
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
経
験
の
あ
る
方（
教
員
O
B

や
保
育
士
な
ど
）、
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
団
体
、
教
員
を
目
指
す
大
学
生

の
皆
さ
ん
な
ど
。

活
動
日
時
／
放
課
後
、
学
校
の
長
期
休

業
日
期
間
中（
1
回
の
活
動
時
間
は
、

2
時
間
〜
4
時
間
程
度
）具
体
的
な
日

時
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
含
め
て

話
し
合
い
で
決
定
し
ま
す
。

活
動
場
所
／
多
賀
城
小
学
校
、
多
賀
城

八
幡
小
学
校

活
動
内
容
／
安
全
管
理
員
と
し
て
子
ど

も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
に
見
守
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、
社
会

規
範
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ま
す
。

学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
宿
題
や
予

習
復
習
の
支
援（
助
言
な
ど
）、
遊
び
や

体
験
活
動
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

内
線
5
4
1
、
5
4
2

み
な
さ
ん
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
平
成
22
年
4
月
1
日
よ
り
、
多
賀
城

小
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
開
放

し
ま
す
。

開
放
時
間
／
平
日
は
午
後
6
時
〜
9

時
、
学
校
休
業
日
は
午
前
8
時
〜
午
後

9
時

開
放
場
所
・
1
時
間
あ
た
り
の
維
持
費

／
多
目
的
ホ
ー
ル（
2
5
0
円
）、
会

議
室（
1
5
0
円
）、
音
楽
室
1
、
音

楽
室
2（
1
0
0
円
）、
家
庭
科
室

（
2
5
0
円
）

対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
し
て
い
る
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

成
人
の
責
任
者
が
い
る
団
体
で
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
社
会
教
育
活
動
を
目
的
と
す
る
地

域
の
皆
さ
ん

問
／
N
P
O
法
人
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
総
合
体
育
館
内
）

☎
3
6
5
・
1
9
1
8

住
宅
用
火
災
保
険
適
用
と

偽
る
修
理
業
者
に
注
意
！

　
雨
ど
い
が
変
形
し
た
り
破
損
し
て
い

る
住
宅
を
訪
問
し
、「
自
己
負
担
無
く

保
険
で
修
理
で
き
る
」と
持
ち
か
け
、

修
理
が
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
工
事
を

行
っ
た
り
、「
破
損
個
所
を
調
べ
ま
す
」

と
屋
根
に
登
っ
て
わ
ざ
と
壊
す
な
ど
し

て
工
事
を
行
う
悪
質
な
業
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
で
は
、
保
険

が
適
用
さ
れ
ず
、
建
物
所
有
者
が
工
事

代
金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
な
ど
に
掛
け
る
火
災
保
険
で

は
、
一
般
に「
雪
災
」に
よ
る
損
害
は
補

償
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
の
は
、
豪
雪
に
よ
る
破
損

の
場
合
で
、
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
が
適
用
に
な
る
か
ど
う
か
は
事

前
に
保
険
会
社
に
確
認
し
、
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
業
者
の
訪
問
を
受
け
、
契
約
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

な
ど
で
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
疑
問
に
思
っ
た
り
、不
安
な
と
き
は
、

市
民
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
相
談
室（
生
活
環
境
課
総
務

企
画
係
）　

内
線
2
3
7
〜
2
3
9

4
月
6
日
㈫
〜
15
日
㈭
は
春
の
交
通
安
全
運
動

「
そ
の
電
話
　

運
転
席
で
は
　

圏
外
で
す
」

　引っ越しや買い替えなどで不用となったテレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・衣類乾
燥機・エアコンは、家電リサイクル法でリサイクルが義務づけられているため、ごみ
集積所には出せません。処分する際は、購入した販売店や、買い替えをする販売店、
または収集許可業者に処理を依頼してください。なお、この場合はリサイクル料金の
他に指定引取場所への運搬料金がかかります。
　また、郵便局でリサイクル料金を支払い、自分で指定引取場所に持ち込む方法もあ
ります。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線236

収集許可業者 電話番号

藤原清掃 364-0827

渋谷清掃 367-3133

クリーン・センター宮城 367-0054

豊島商店 362-8873

処分料金の目安
テレビ
（ブラウン管・プラズマ・液晶）1,785～3,795円

冷蔵庫（冷凍庫） 3,780～5,869円
洗濯機、衣類乾燥機 2,520～3,444円
エアコン 2,625～3,664円
※�メーカーによっては、料金が異なる場合がありま
すので、ご確認ください

市内登録業者 住所
アーバ・おおいずみ 下馬三丁目2-14
㈱共和電業多賀城営業所 大代一丁目9-16
㈱コジマNEW多賀城店 町前二丁目7-31
ジャスコ多賀城店 町前四丁目1-1
仙台農業㈿多賀城支店 中央一丁目1-15
ホーマック㈱城南店 城南二丁目14-34
ホーマック㈱多賀城東店 笠神五丁目5-25
問／�生活環境課環境リサイクル推進係
　　内線236

　電気式生ごみ処理機（乾燥式）を使用すると驚くほど生ごみが少なく
なります。台所の三角コーナーの水切りかご一杯分の生ごみ（約700
グラム）であれば約2〜3時間で重量が7分の1程度になります。ごみ
の減量だけではなく、夏場のいやな臭いや虫などもほとんど発生せず
快適に過ごせます。家族でごみの減量にチャレンジしてみませんか？
　本市では、電気式生ごみ処理機、生ごみ処理容器（コンポストなど）
の購入費助成を行っています。
　申し込みは先着順に受け付け、助成限度台数になり次第締め切りと
なりますので、希望される方は早めに申請をしてください。

　
環
境
に
関
す
る
市
と
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
各
行
政
区
ご
と
に
1
人
地

域
環
境
推
進
員
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
の
推
進

・
地
域
の
環
境
美
化（
年
3
回
の
地
域

清
掃
な
ど
）支
援

・
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
活
動

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

・
ご
み
の
出
し
方
や
、
ご
み
集
積
所
の

維
持
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導

・
ご
み
の
不
法
投
棄
の
監
視
と
巡
回

・
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
勉
強
会

の
開
催
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

地
球
環
境
保
全
の
推
進

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
啓
発
活
動

・
地
球
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
・
提
供

狂
犬
病
予
防
な
ど
の
普
及

・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
普
及
・
啓
発
活

動
・
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の
普
及
啓
発
活
動

な
ど

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係　
内
線
2
3
6

地
域
環
境
推
進
員
は
、

地
域
と
地
球
の
環
境
を

守
っ
て
い
ま
す
！

生ごみ処理機で快適な生活を　市から購入費助成金が出ます！！

引っ越しのシーズンです
家電リサイクル製品は適正に処理しましょう

▲交通指導隊員の活動の様子

▲活動の様子

▲�多目的ホール（大きさは縦16メートル×横16
メートルで最大収容人数は200人です）

▲ごみ集積所には出せません

生ごみ処理機

▲

①申請

申請者
市役所2階
生活環境課

助
成
手
続
き
の
流
れ

市内登録業者
②補助証明書
（申請から約1週間で郵送）

③証明書を持参
（助成金差引額で購入）

助 成 金 額：購入価格の
2分の1

電 気 式 生
ごみ処理機：25,000円

（限度額）
生ごみ処理
容 器：  3,000円

（限度額）
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市

政

情

報

①後期高齢者医療制度について
　後期高齢者医療制度の宮城県保険料（年額）が次のと
おり変わります。
変更前（平成21年度）の保険料
所得割額（前年中の所得×7.14％）＋均等割額（38,760円）
変更後（平成22年度）の保険料
所得割額（前年中の所得×7.32％）＋均等割額（40,020円）
問／国保年金課国保年金係　内線124～126

②国民年金について
　平成22年4月分より国民年金の保険料が変わります。
平成22年度　国民年金保険料額（月額）
定　　　　額 15,100円
定額＋付加保険料 15,500円

保険料の一部が免除されている場合
4分の3免除（4分の1納付） 3,780円
半額免除（半額納付） 7,550円
4分の1免除（4分の3納付） 11,330円

　4月始めに年間の納付書が入った「国民年金保険料納
付案内書」が送付されます。各月の保険料は納付期限（翌
月末日）までに納めましょう。
※口座振替を利用している方、全額免除や納付猶予に
該当している方には送付されません。
問／仙台東年金事務所国民年金業務課　☎257-6115

　

3
月
18
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
㈳

塩
釜
青
年
会
議
所
主
催
の
防
災
講
演
会

「
防
災
・
復
興
対
策
を
考
え
る
〜
知
識

と
視
点
〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
担
当
者
を
講
師
に
招
き
、
第
1

部
で
は
、「
宮
城
県
沖
地
震
の
再
来
に

備
え
て
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
近
い
将

来
に
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
宮
城
県

沖
地
震
の
被
害
想
定
や
、
減
災
の
た
め

の
知
識
と
備
え
に
つ
い
て
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
に
求
め
ら

れ
る
防
災
活
動
と
し
て
、
復
興
時
に
専

門
技
術
や
物
資
を
提
供
す
る
地
域
貢
献

活
動
が
あ
る
、
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
2
部
は
、「
防
災
・
災
害
復
興
と

女
性
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
災
害
時
に

お
け
る
女
性
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
つ

い
て
の
講
演
で
す
。
避
難
所
で
の
着
替

え
な
ど
、
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
場
面
や
、
障
害
者
や

外
国
人
な
ど
少
人
数
の
ニ
ー
ズ
を
配
慮

し
て
、
避
難
所
を
開
設
す
る
大
切
さ
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
部
屋
が
少

な
い
避
難
所
で
も
、
間
仕
切
り
す
る
こ

と
な
ど
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
確
保
で
き

る
こ
と
、
ま
た
、
平
常
時
か
ら
避
難
所

生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
必
要
な
も
の

を
準
備
し
て
お
こ
う
、
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
、
講
師
の
話
に
参
加
者
は

真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
月
22
日
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
、「
ま
ち
と
企
業
の
幸
せ
な

カ
タ
チ
〜
地
域
貢
献
活
動
を
高
め
る
!

経
営
力
と
地
域
力
〜
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
市
内
の
企
業
や
商
店

が
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
と
の
か
か
わ

り
を
深
め
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め

に
、
昨
年
12
月
に
同
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

た「
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
活
動
調
査
」

の
調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
回
答
企
業
の
約
8
割
が
、

町
内
会
な
ど
へ
の
寄
付
・
協
賛
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
貢
献

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
地
域
貢
献
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
む
市
内
企
業
と
し
て
、
新
日

本
石
油
精
製
㈱
仙
台
製
油
所
の
中
村
延

幸
氏
と
、
東
北
労
働
金
庫
多
賀
城
支
店

の
北
尚
登
氏
か
ら
事
例
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
企

業
が
責
任
を
果
た
す
と
い
う
視
点
か

ら
、
両
企
業
が
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献

活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
企
業
と
市
民
活
動
団
体
が
連
携
す

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
活
動
の
際
に
、

配
慮
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
ほ

し
い
」な
ど
の
活
発
な
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。

多賀城・七ケ浜のおいしいを発信

名店30グルメマップ
　多賀城・七ケ浜地域の自慢料理・
菓子などと地域観光スポットを掲載
した、多賀城・七ケ浜「名店30グル
メマップ」が発行されました。商工会
会員の寿司・和食・洋食・中華・菓

子店など30店の情報が満載です。
　また、マップに掲載されている6店を利用しスタン
プを集めて応募すると、多賀城・七ケ浜スタンプ会発
行の500円分の商品券がもらえるスタンプラリー（賞
品が無くなり次第終了）を4月から実施します。
　マップは商工会・多賀城市・七ケ浜町のおもな施
設や観光案内所、マップ掲載の飲食店などに置いて
います。
問／商工会多賀城事務所　☎365-7830
　　http://www.taga7.miyagi-fsci.or.jp
�
スイーツもお食事もおまかせください

おいしい多賀城の味
　地元の食材を使ったり、多賀城に
由来のある名前を付けた料理や食品を、
多賀城市観光協会では「おいしい多賀城
の味」として認定、PRしています。認
定品の一覧とお店のマップは、多賀
城市のおもな施設や観光案内所な
どに置いています。また、JR多
賀城駅には認定品のサンプルも
展示していますので、ぜひご覧
ください。
問／多賀城市観光協会事務局
（商工観光課内）内線471

仙台・宮城花巡り味巡り

フラワースタンプラリー
期間／4月1日㈭〜6月30日㈬
　期間中、各市町村の花に関するイ
ベント会場・施設や飲食店などに設
置されたポイントでスタンプを3つ
集めると、抽選で特産品が当たりま
す（各ポイントでの特典はキャンペーン期間中のみ
有効です）。
多賀城市内のポイント紹介
�田口洋蘭園（山王字山王三区90-1）
❖営業時間／午前8時30分〜午後6時（年中無休）
❖特典／キャンペーン期間中全品15％割引
�cafe-la-cafe（東田中2-40-1　セイメイビル2階）
❖営業時間／午前10時から（日曜定休）
❖特典／多賀城市観光協会「美味しい多賀城の味」認
定品パフェ壺の碑注文の方にオリジナルブレンド
コーヒーのドリップパックプレゼント
�多賀城跡あやめまつり（市川字市川）
※まつり開催期間中（6月17日〜6月27日）の午前
10時〜午後4時、会場受付にスタンプを設置します。
問／仙台宮城観光キャンペーン推進協議会事務局　

☎211-2895
http://www.sendaimiyagidc.jp/

春を歩こう・春と遊ぼう
駅長オススメの 
小さな旅
　多賀城駅の駅長さんオススメ
コースを観光ボランティアガ
イドの案内で歩きます。
4月11日㈰❖桜を愛でながら・
多賀城の歴史ロマンと政宗公ゆ
かりの貞山運河を歩く

午前9時30分多賀城駅集合　募集
定員30人

貞山運河沿・緩衝緑地公園の桜を楽し
みながら大代横穴墓群などを見学します

4月18日㈰❖春風と歩く史都多賀城・史跡と
桜を巡る
午前9時30分国府多賀城駅集合　募集定員30人
多賀城政庁跡、東門跡、総社宮などを巡り多賀城の
花見スポットを楽しみます。
5月30日㈰❖古代ロマン「遠

とお

の朝
み か ど

廷・多賀城」を訪ねて
午前9時30分国府多賀城駅集合　募集定員30人
多賀城碑・多賀城政庁跡・東北歴史博物館などを巡
り、史都多賀城の悠久の歴史を体感します。
6月26日㈯❖芭蕉を偲

しの

びあやめまつりを楽しむ多賀
城の一日
午前9時30分多賀城駅集合　募集定員30人
松尾芭蕉が訪れた季節に、末の松山・野田の玉川、
多賀城碑（壺の碑）などの歌枕を巡り、あやめまつり
を楽しみます。
●昼食や詳しい内容はJR各駅に置いているパンフ
レットをご覧ください（陸前山王駅など一部置いて
いない駅もあります）。
申込／多賀城市観光協会事務局（商工観光課内）内線471
●「小さな旅」全般に関する問い合わせはびゅう予約
センター　☎0570-04-8950へ。

今年も開催・期間も延長
塩釜寿司業組合　第2回

伊達な寿司
B

ボ ウ ル

OWL（丼）フェスタ
期間／4月1日㈭〜6月30日㈬
　期間中、塩釜寿司業組合加盟店27
店各店が独自に考案した「すし丼」を
お手軽な価格で提供します。
　3店分のスタンプを集めるとその
場で全国共通の「すし券」500円をプ
レゼント。
　各店の丼メニューなど、詳しくは
ポスター・チラシ・塩釜寿司業組合のホームページ
をご覧ください。参加店は組合加盟店の「のぼり旗」
を店頭に掲げています。
問／塩釜寿司業組合　一松寿司（佐藤）　☎365-5333
http://www.shiogama-sushikumi.net/

　市立図書館では4月1日からミニ観光展を開催して
います。お花見スポットなども紹介した散策マップ
や観光パンフレットも置いていますので、お立ち寄
りください。（詳しくは23ページをご覧ください）
問／商工観光課観光係　内線471・472

　

昨
秋「
食
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
多
賀

城
M
O
T
T
A
I
N
A
I
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
、
市
民
の
有
志
に
よ
る
実
行

委
員
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
で
は
、
学
習
交
流
会

や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
事
業
を
通

し
て
、「
食
」の
大
切
さ
と
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
広

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
実
行
委
員
会
の
解
散
に
あ
た

り
、
リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
1
2
6
個
を

本
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
カ
ッ
プ
は
、
市
民
活
動
や
町
内
活

動
の
中
で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
身
近
な
取
り
組
み
か
ら
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
と
エ
コ
の
輪
を
!

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係　
内
線
2
5
2

　
4
月
中
旬
に
は
桜
、
5
月
に
は
ハ
ン

カ
チ
の
木
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
開
花
期
間
中
は
ど
な
た
で
も
自
由
に

見
学
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
飲
食
物
の
持
ち
込

み
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
東
北
学
院
大
学
管
財
係

☎
3
6
8
・
1
1
1
7

「
も
っ
た
い
な
い
」の

コ
コ
ロ
と
輪
を
広
げ
る

リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ 史都多賀城観光案内所（国府多賀城駅北側）

●開設時間／午前10時〜午後3時　この案内
所は史都多賀城観光ボランティアガイドが運
営しています。
史都多賀城観光案内所（多賀城駅内・ボラ
ンティアガイドの予約はこちらへ）
●開設時間／午前10時〜午後5時
●予約・問／☎364-5901

楽しもう

春爛
らん

漫
まん

を

春を探しに行きましょう！

4月から保険料が変更になります

「学生納付特例制度」の申請をお忘れなく
　20歳を過ぎると学生も国民年金に加入しなくては
いけません。学生は一般に所得がなく納付が困難な
ので、申請により保険料の納付が猶予される「学生納
付特例制度」が設けられています。
　申請は年度ごとに行う必要がありますので、平成
22年度の申請書類は、4月中に市役所1階国保年金課、
または仙台東年金事務所に提出してください。
問／仙台東年金事務所国民年金業務課
☎257-6115

東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ

ス
に
春
を
探
し
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
ち
と
企
業
の
幸
せ
な
カ
タ
チ

国府
多賀城駅では
観光ボラン
ティアガイドが
お待ちして
います

お気軽に
観光
案内所へ
どうぞ

災
害
に
備
え
て
考
え
て
お
く
こ
と
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

乳
幼
児
健
診
を
積
極
的
に

�

受
け
ま
し
ょ
う
！

　
乳
幼
児
健
診
は
、
お
子
さ
ん
が
心
配
な
く

育
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
子
ど
も
や

育
児
上
の
心
配
事
を
相
談
し
た
り
、
子
育
て

の
情
報
交
換
を
す
る
場
で
す
。

　
ま
た
、
専
門
の
職
員
へ
相
談
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
お
父

さ
ん
、お
母
さ
ん
方
と
話
す
良
い
機
会
で
す
。

　
健
診
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

●
集
団
健
診
と
個
別
健
診

　
健
診
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
集
団
健
診
」多
賀
城
市
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
「
個
別
健
診
」母
子
健
康
手
帳
別
冊
に
添
付

の
受
診
票（
無
料
券
）を
持
参
し
、
か
か
り
つ

け
の
小
児
科
医
で
行
い
ま
す
。（
公
費
負
担
）

●
受
け
る
時
期
と
回
数

（
集
団
健
診
）

①
3
～
4
カ
月
児
健
診

②
1
歳
6
カ
月
児
健
診

③
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診

④
3
歳
児
健
診

こ
れ
ら
は
個
別
通
知
で
ご
案
内
し
ま
す
。

（
個
別
健
診
）

①
2
カ
月
児
健
診

②
8
～
9
カ
月
健
診

　
医
療
機
関
へ
実
施
日
を
確
認
の
上
、
そ
れ

ぞ
れ
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
時
期
を
逃
す

と
無
料
で
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
相
談
は
健
診
時
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
成
長
や
発
達
、病
気
、

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
保
健
師
や
栄
養
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
健
康
相
談
、
こ
と
ば
の

相
談
、
発
達
相
談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
転
入
し
て
き
た
方
、
す
で
に
病
院

や
他
市
町
村
な
ど
で
健
診
を
受
診
し
た
方
、

指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
方
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

家族そろって食事してますか
楽しく食べる環境を作りましょう

　家族と一緒に暮らしていても、それぞれ違う時
間に一人一人食事をする「孤食」、家族が同じ食卓
を囲んでいても、家族それそれが自分の好きなも
のを食べる「個食」が増えています。
　食卓は、家族のコミュニケーションをとる貴重
な場です。
　また、会話の中で食に対する関心を深め、食前
食後のあいさつ、箸の持ち方、食事のマナーなど
を伝える場でもあります。家族そろって食卓を囲
む機会を増やし、楽しい雰囲気で食べる環境を整
えましょう。

　問／健康課成人保健係（内線132）

二
回
目
の
個
別
通
知
を
送
付
し
ま
し
た

　
麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
混
合
予
防

接
種
は
、
よ
り
確
実
な
免
疫
が
体
内
に

で
き
る
よ
う
、
2
回
の
接
種
が
必
要
で

す
。

　
過
去
に
一
度
接
種
し
た
方
も
、
免
疫

は
年
月
が
経
過
す
る
と
と
も
に
低
下
し 

ま
す
。

　
2
回
目
の
接
種
が
必
要
な
対
象
者
に

は
、
3
月
末
に
個
別
に
通
知
し
ま
し
た

の
で
、
郵
送
さ
れ
た
予
診
票
を
使
っ
て

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
感
染
が
広
が
り

や
す
い
麻
し
ん（
は
し
か
）

　
麻
し
ん（
以
下
は
し
か
）は
、
ウ
イ
ル

ス
の
空
気
感
染
な
ど
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
極
め
て
感
染
力
が
強
い
病
気
で

す
。
感
染
力
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り

も
強
く
、
免
疫
が
な
い
方
が
感
染
し
た

場
合
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
発
病
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
…
は
し
か
と
風
し
ん
の
症
状

●
は
し
か
に
な
る
と
、
38
～
39
度
台
の

高
熱
と
発
し
ん
が
出
ま
す
。
肺
炎
、
脳

炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。
知
能
障
害
や

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
自
立
生
活
が
で

き
な
く
な
る「
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
」

な
ど
の
重
い
脳
炎
が
発
生
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
風
し
ん
は
、
発
熱
と
全
身
に
淡
い
湿

し
ん
が
出
る
感
染
症
で
す
。
妊
娠
初
期

に
か
か
る
と
、
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ

ん
が
感
染
し
、
心
臓
の
病
気
に
な
っ
た

り
、
目
や
耳
に
障
害
を
生
じ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
内
で
も
発
生
し
て
い
る
は
し
か

と
風
し
ん

　
平
成
21
年
に
、
は
し
か
は
宮
城
県
内

で
は
8
件
、
そ
の
う
ち
塩
釜
管
内
で
は

2
件
発
生
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
風
し

ん
は
宮
城
県
内
で
1
件
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
市
の
接
種
率

　
本
市
の
平
成
21
年
度
の
接
種
率
は
目

標
値
の
95
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
12
月
、
県
内
35
市
町
村

中
で
も
30
位
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
対
象
者
は
早
め
の
接
種
を
！

　
は
し
か
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
流

行
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
し
か
の
流
行
が
始
ま
る
前
に
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
度
接
種
対
象
の
方
は
個
別
に
通

知
さ
れ
た
予
診
票
で
で
き
る
だ
け
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
転
入
転
出
な
ど
で
予
診
票
が
お
手
元

に
な
い
方
は
、
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
は
し
か
と
風
し
ん
を
み
ん
な
の
力
で

ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
！

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

　
4
月
か
ら
、
一
時
的
に
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
皆
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
保
育
所
で
の
一
時
預
か
り

が
始
ま
り
ま
す
。

　
病
気
や
家
族
の
入
院
、
介
護
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
緊
急
時
や
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
校
行

事
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
、
自
営
業
の
繁
忙

期
、
就
労
を
目
的
と
し
た
研
修
な
ど
の

時
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
浮
島
保
育
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
浮
島
保
育
所

☎
3
6
8
・
0
4
4
0

　
児
童
手
当
が
4
月
1
日
か
ら
子
ど
も

手
当
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
手
当
の
受
給
対
象
者
は
、
中

学
校
修
了
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
の
保
護
者
の
方
で
す
。

受
給
者
の
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
1
人
当
た
り
一
律
月
額 

1
3
、
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
な
方
／

①
所
得
制
限
の
た
め
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
方

②
中
学
生（
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平

成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）の
お
子
さ

ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
の
方

③
児
童
手
当
受
給
者
で
②
に
該
当
す
る

方＊
①
②
に
該
当
す
る
方
は
新
規
申
請
の

手
続
き
③
に
該
当
す
る
方
は
増
額
申
請

の
手
続
き
を
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
行
え

ば
、
4
月
分
か
ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
と
な
る
方
へ
は
、
4
月
下
旬
に

申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
現
在
、児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

で
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
な
い
方
は
、

特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

■
歯
つ
ら
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
／
平
成
21
年
度
に
本
市
の
3
歳
児

歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ

の
父
母
お
よ
び
兄
弟
姉
妹（
母
と
子
の

部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）

選
考
基
準
／
親
子
で
歯
、
口
腔
に
疾
病

な
ど
が
な
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と
な
ど

問
・
申
込
／
4
月
5
日
㈪
～
15
日
㈭
、

健
康
課
親
子
保
健
係
内
線
1
3
6
へ

■
8
0
2
0
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
／
平
成
22
年
6
月
4
日
現
在
満
80

歳
以
上
の
方

選
考
基
準
／
治
療
完
了
を
含
め
て
現
在

歯
が
20
本
以
上
あ
り
、
健
康
で
あ
る
こ

と問
・
申
込
／
4
月
16
日
㈮
ま
で
は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
か
か
り
つ
け
ま
た
は
最
寄
り
の

歯
科
医
院
を
明
記
の
上
、
宮
城
県
歯
科

医
師
会
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

（
〒
9
8
0
―
0
8
0
3
仙
台
市
青
葉

区
国
分
町
一
丁
目
5
―
1
）へ

☎
2
2
2
・
5
9
6
0

フ
ァ
ク
ス
2
1
5
・
3
4
4
2

麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

子
育
て
応
援
情
報
パ
ー
ト
1

浮
島
保
育
所
で
一
時
預
か
り
が
始
ま
り
ま
す
！

子
育
て
応
援
情
報
パ
ー
ト
2

4
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
！

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
中
！

平成22年度対象者
区分 対　　象 生年月日

2期 小学校就学前の�
1年間（年長児）

平成16年4月2日～
� 平成17年4月1日生まれ

3期 中学1年生相当
の年齢

平成9年4月2日～
� 平成10年4月1日生まれ

4期 高校3年生相当
の年齢

平成4年4月2日～
� 平成5年4月1日生まれ

事 業 開 始 平成22年4月5日㈪から
※予約開始／4月1日㈭から

対 象 児 童 おおむね1歳～就学前のお子さん

保 育 時 間 平日8：30～17：00
土曜8：30～12：30

休 日 日曜・祝日・年末年始
（12月29日～1月3日）

利 用 料 金
1 日2,000円（給食費込み）
半日1,000円（　　〃　　）
布団利用料100円（一日）

申し込み先 浮島保育所へ直接

　家族がそろって食事をとることが最も多い時
期は幼児期です。学童期、思春期になるにつれ、
家族で食卓を囲む回数が減少しています。

多賀城市食育推進プランより抜粋
※学童期（小学5年）、思春期（中学2年）

77.8 20.6 1.6

1.013.185.9

4.628.566.9

14.630.554.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

1歳6か月

3歳

学童期

思春期

家族との食事状況

家族で一緒にとっている 時々そろって食べる 一緒に食べない

みんなの力で麻しん（はしか）をゼロに！接種率95％を目指して！
麻しん風しん混合予防接種接種率（2月末現在）

問／健康課親子保健係　内線135、136

●�2月末現在の接種率（暫定値）＝2期（小学校入学前の1年間、いわゆる年長児）：77.8％、�
3期（中学校1年生に相当する年齢）：71.6％、4期（高校3年生に相当する年齢）：62.2％

●�麻しん排除に必要とされる接種率＝1期～4期：95.0％
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ま
ち
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ど
ニ
ュ
ー
ス

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真はご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
地域コミュニティ課広報広聴係　368・1141（内線255）

お家でも「多賀城やかもち鍋」を
作ってみよう♪
　2月23日、文化センター調理室で生涯学習100年構想実
践委員会主催の「多賀城やかもち鍋」づくりが開催されまし
た。多賀城やかもち鍋はこれまでイベント時のみの出品でし
たが、家庭でも気軽に味わえるようにと講習会を開催したも
のです。参加者の皆さんはメインの具となる古代米を使った
餅を作るのに悪戦苦闘しながらも、餅の形を変えたりと工夫
あふれる餅を作りました。完成したやかもち鍋はどれもおい
いと言う参加者からの声が聞かれました。

線で表現する私のイメージ
　2月17日、「親と子とのアート入門講座」（全
3回）が中央公民館で開催され、2回目のこの日
は24人の親子が参加しました。
　まず、浮世絵から雨や波が描かれた部分を切
り取った6枚の紙を見て、どんなイメージを持
つ水に見えるか、グループで話し合いました。
その後、「表情のある線を書いてみよう」という
テーマで、模造紙に「軽い線」「重い線」「硬い線」
「軟らかい線」を書きました。
　ギザギザの線で硬さを表現したり、鉛筆を横
に倒して太い線を描き、重さを表現したり。参
加者は、線だけで強弱を表現する難しさを感じ
ながらも、親と子の会話を楽しみつつ、思い思
いの線を描きました。

　
3
月
6
日
、
18
日
市
内
の
公
立
小
中
学
校

で
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
：
左
上
と
右
下
は
第
二
中
学
校
、
左

下
は
天
真
小
学
校
の
卒
業
式
）

世界の踊りで国際交流！
　2月27日、多賀城市国際交流協会の第11
回国際交流まつりが文化センターで開催さ
れ、約150人の市民が来場しました。
　今年はジャマイカ、インドネシアなど4カ
国の踊りや琴の演奏が行われ、南アフリカの
踊り「モケテ」では市民も一緒に踊り、会場が
一体となって盛り上がりました。
　「私は刺身と納豆が大好き」という南アフリ
カ出身のモロコ・モレボさんの話では、国境
や文化の壁を越えて会場が笑いに包まれてい
ました。

すてきな音楽にうっとり
　2月24日、西部児童センターで市民会館主催の「出前コンサー
ト」がありました。0歳から参加できるミニコンサートとあって、
ハイハイする赤ちゃんやちびっ子がお母さんとコンサートを楽
しみました。全9曲が演奏されました。「くまんばちの飛行」と
いう曲では、ピアノのメロディーに乗って、かわいいハチさん（お
もちゃです！）が飛んできて、子ども達にチクッとごあいさつ。
また、「崖の上のポニョ」や「となりのトトロ」でおなじみの「さん
ぽ」が演奏されると、子ども達は手を叩いて大喜びでした。プロ
の方のピアノとフルートの演奏で、本物の音楽を楽しんでいま
した。

■3月2日、第二中学校の2年生が職場体験学習で鈴木邦彦さんの農
園にてカブの収穫を体験しました。収穫したカブは、市内の学校給食
のクリームシチューの具として調理され、生徒へ提供されました。

多賀城 太郎くん（中央、1歳）

「元気に育ってね」パパ＆ママより

自慢のお子さん、お孫さんの写真を募集します。（対象
は小学校入学前までのお子さんです）毎月1枚を紹介し
ます。写真と一言メッセージを送ってください。
詳しくは、地域コミュニティ課広報広聴係へお問い合わせ
ください。
　例

いつまでも心に刻む、我が師の恩

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

NEWWNEW
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■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/
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■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

情
報
・
交
差
点

友好都市の「旬」の話題をお届けします

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの

多
賀
モ
リ
会

活
動
日
時
・
場
所
／
多
賀
モ
リ
体
操
の
依
頼
が
あ

れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
伺
い
ま
す
！

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係（
内
線
1
3
1
～

1
3
4
）

5月16日㈰	 正午～午後5時30分
5月17日㈪～21日㈮	 午前9時～午後4時30分
5月22日㈯	 午前9時～午後5時
平城遷都1300年祭平城宮跡会場交流ホールにて
❖「ならもの」のある
　風景写真展
　今までとは違った角度か
ら見た奈良の伝統工芸・伝
統産業＝「ならもの」を写真
作品として紹介します。
❖法相華に魅せられた浮遊体アート
　空想の華である法相華をモチーフにした浮遊体
アートで空間を演出し、平城宮の松林苑という自然
を取り入れた庭園の風景のような心地よい空間を味
わっていただきす。
❖（仮）大和茶カフェ（大和茶に合うスイーツ）
　大和茶の煎茶や紅茶とそれに合うスイーツを、ア
フタヌーンティ形式で遷都1300年にちなみ1300
円で提供します。
問／奈良市平城遷都1300年記念市民連携企画実行
委員会（奈良市企画政策課内☎0742-34-4601）

　このコーナーでは毎月、
地域の中できらりとした輝
き、ほんのりとした灯りを
放つ皆さんをご紹介します。
　山田総司君（15歳）と勇
司君（12歳）兄弟（伝上山）
は、近所に住むお年寄りの
方の足が不自由で、ごみ集積所にごみを運ぶのに苦
労しているのを知り、毎週兄弟でごみを運んであげ
ていました。「（近所にはほかにも一人暮らしのお年
寄りが多く住んでいるので）何かあれば手を貸して
あげたい」と山田君兄弟。気負わず、地域の中で支
え合いを自然にしています。
　まさしく、こんな少年達が、わがまちの多

た
賀
か
ら
ら
者
もの

（宝物）なのです。

　
「
ワ
ン
、
ツ
ー
、
ワ
ン
、
ツ
ー
」。「
3
6
5
歩

の
マ
ー
チ
」の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
笑
顔
で「
多
賀

城
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
」（
以
下
多
賀
モ
リ
体
操
）

を
し
て
い
る
皆
さ
ん
。

　
取
材
し
た
日
は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
た
皆
さ
ん（
以
下
、
サ
ポ
ー
タ
ー
）

が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
多
賀
モ
リ
体
操
な
ど
を

お
さ
ら
い
す
る
た
め
の「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

の
日
で
す
。

　
講
師
の
渋
谷
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指
導

ぶ
り
と
、
参
加
者
の
笑
い
声
で
、
春
間
近
の
会
場

は
華
や
か
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
市
の
講
座
を
終
え
た
方

が
、自
主
的
に
結
成
し
た「
多
賀
モ
リ
会
」。
現
在
、

6
期
生
ま
で
含
め
、
会
員
は
1
3
0
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
高
齢
に
よ
る
運
動
機
能
の
低
下
を
予

防
し
、
転
倒
・
骨
折
に
よ
る
介
護
が
必
要
な
人
を

減
ら
そ
う
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
1
期
生
が
考
え
出
し

た
の
が
、
こ
の「
多
賀
モ
リ
体
操
」。
体
操
の
中
の

動
き
が
す
べ
て
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
。

　
主
な
活
動
は
、
地
区
で
の
老
人
会
な
ど
の
集
ま

り
で
の
体
操
普
及
、
転
倒
予
防
教
室
や
口
腔
栄
養

教
室
な
ど
へ
の
協
力
。
あ
や
め
ま
つ
り
な
ど
で
、

体
操
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ

チ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
な
ど
の
体
操
を
通
し
て
地
域

で
活
躍
し
た
い
と
参
加
者
の
熱
意
が
あ
ふ
れ
ま

す
。「
肩
の
力
を
抜
い
て
、
自
分
達
が
楽
し
み
な

が
ら
地
域
の
た
め
、こ
の
会
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
星
会
長
。
多
賀
モ
リ
体
操
で
、
多
賀
城
を
元
気

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

■老人福祉センター奉仕活動
　  1日㈭午後1時から　桃也会
　  8日㈭午後1時から　さざんかカラオケ
　15日㈭午後1時から　暁流
　会場・問／老人福祉センター　☎365-2851
■シルバー人材センター入会説明会
　日時／14日㈬・28日㈬午後2時から
　会場／シルバーワークプラザ
　　　　（中央2丁目25-1）
　問／シルバー人材センター　☎368-2350

ご
厚
意
に
感
謝

［
市
へ
］

子
育
て
支
援
事
業
・
高
齢
者
福
祉
事
業

寄
付
金

・
安
住　
陽
一（
大
代
三
丁
目
）

・
竹
内

声
の
出
る
絵
本（
保
育
所
な
ど
）

災
害
緊
急
ト
イ
レ
キ
ッ
ト

家
具
転
倒
防
止
ミ
ニ
チ
ュ
ア
セ
ッ
ト

・
佐
藤　
正
人（
高
橋
一
丁
目
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・
丹
野　
五
郎（
下
馬
2
丁
目
）

・
㈱
ダ
ス
キ
ン
レ
ン
ト
オ
ー
ル

　

�

（
町
前
三
丁
目
）

・
ふ
れ
あ
い
演
芸
会

・
異
業
種
交
流
木
曜
会

史都の面影 ●埋蔵文化財調査センター展示室より
　「都から運ばれた土器」

　城南地区のNTT多賀城交換所周辺からは、都が置かれていた奈
良や京都のものと同じ特徴をもつ土器が集中的に見つかっています。
年代は今から1,220年程前、都が平
城京から長岡京へと移され、多賀城で
は南面にまち並み建設が始まった頃の
ものです。東北地方の土器とは形態や
色が明らかに違い、都から派遣された
役人や兵士などによって持ち込まれた
と考えられます。

お
知
ら
せ

タイトル 日　　時 会　場 内容／対象 費　　用 問い合わせ
囲碁大会 月例囲碁大会4月11日

㈰午前10時から、
月例級位者囲碁大会4月
17日㈯午前10時から

多賀城囲碁
センター

日本棋院多賀城支部
☎368・7925
http://gon-jp.ath.cx/
tigo/

AASEM臨床心理士片瀬道
先生の基礎講座

4月16日㈮午前10時～
正午

塩釜市社会福
祉協議会

自閉症支援基礎講座／
保護者、教員、支援者、
自閉症に関わる全ての
方

3,000円 本郷
☎080・3190・9802

多賀城支え合いの会 4月17日㈯午前10時～
正午

市民活動サポ
ートセンター

春を贈る絵手紙 500円 向坂☎367・4071

NPOいやしと元気の空間
フローレンス

4月22日㈭午前10時～
11時

市民活動サポ
ートセンター

心と頭をやわらかく若
返りを目指す講座／
50歳以上10人要予約

500円 髙山
☎090・2955・1715

プリザーブドで作る母の日
アレンジ教室

4月24日㈯午前10時～
正午

文化センター どなたでも、親子でも
参加可

2,800円（郵送希
望の方送料別）

佐藤　
☎090・4314・5083

陸上自衛隊多賀城駐屯地創
立56周年記念行事

4月25日㈰午前9時～
午後3時

多賀城駐屯地 記念式典、各種訓練展
示、装備品等展示、戦
車などの試乗（要整理
券）、ふれあいコンサー
ト、バザー、子供広場

多賀城駐屯地
☎365・2121
（内線206、208）

第28回多賀城市卓球協会
長杯争奪卓球大会

小・中学生の部5月15
日㈯・一般の部5月16
日㈰午前8時開場受付、
午前9時開会式

総合体育館 団体戦、シングルス／
二市三町に居住また
は、通勤・通学してい
る方（クラブ所属も可）

4月19日㈪～5月7日
㈮まで参加料を添えて
申込。申込先は、体育
館備え付け要項に記
載。佐藤
☎090・7320・0306

会
員
募
集

タイトル 活　　動 会　場 内容／対象 費　　用 問い合わせ
健康体操フレッシュバラン
ス

毎週月曜日午前10時～
11時30分

浮島会館 月1,500円 いなづま☎365・6141

創美会・浅井教室 毎週火曜日午前9時30
分～正午

主に文化セン
ター

絵画制作（油絵）／油絵
を描きたい方

月3,000円 兵藤☎357・2957

社交ダンス月曜ウイング 毎週火曜日午後1時30
分から

文化センター 初心者歓迎 月1,500円 吉川☎362・7347

花架拳サークル舞花 毎週火曜日午後2時から みやぎ生協多
賀城店

練功十八法（上下）、花
架拳／仲間づくりと体
力の向上を目指したい
方、高齢者歓迎

月3,000円 一関☎368・5102

幼児水泳教室ラッコクラブ
（多賀城水泳協会）

毎週火曜日午後2時30
分～3時30分

市民プール 3歳児～未就学児（初
回のみ無料体験可）

月2,000円 川村
☎090・5592・6285

多賀城ジュニアスポーツ少
年団（バレーボール）

毎週火・木曜日午後5時
～7時毎週土曜日午前9
時から

多賀城小学校
体育館

市内小学生（初心者歓
迎）

月2,000円 川島
☎090・4315・0091

フラワーアレンジメント
サークル

毎週水曜日午前10時30
分～午後4時30分

文化センター お花の好きな方、年齢
不問、初心者大歓迎

月1,200円（花代
1回3,000円）

内海
☎090・5236・3573

多賀城市グラウンドゴルフ
協会

毎月第3水曜日午前9時
から中央公園で全体練
習、その他各地区で各自
練習。

年2,000円 日下☎365・8467

大代公民館ペン習字サーク
ル

第2・第4水曜日午前
10時～正午

大代地区公民
館

ペン字・細字（筆） 月2,000円 佐伯☎368・0202

新婦人エコクラフト小組 毎月1回木曜日午前10
時から

高橋地区生活
センター

エコクラフトでショッピ
ングバック・小物作り

月1,000円 ＋ 材
料費

龍淵☎368・3688

エアロビクス＆ヒップホッ
プ同好会

毎週木曜日午前10時30
分～11時30分

総合体育館 一般（初心者） 月2,000円 鈴木
☎090・8921・7157

脳トレ教室 毎週木曜日午前10時30
分～11時30分

リフレーヌ
（みやぎ生協多
賀城店近く）

中高年男女 1回500円 原谷
☎090・6458・2286

多賀城新体操クラブ 毎週木曜日午後4時～午
後5時30分

八幡小学校体
育館

年長児～小学3年生／
4月15日から見学、
体験可

月2,500円 かりひら
☎368・4421

❖奈良市ウィーク

友好都市だより　奈良県奈良市

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

※�今月からは新たに奈良市を加え、太宰府市・天童市より
　「友好都市だより」をお伝えします。

▲不審ケ辻子（ふしがつじ）の格子

NEWWNEW
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く
ら
し
の
情
報

あ
な
た
の
資
産
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

　
市
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資

産
を
所
有
す
る
本
人
、
ま
た
は
委
任
を

受
け
た
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
所
有
す
る
固
定
資
産

の
納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
己
の
土
地

ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
、
公
平

に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
他
の
方
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
評

価
額
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
4
月
1
日
～
5
月
31
日（
土
曜・

日
曜
日
を
除
く
）午
前
8
時
30
～
午
後

5
時
15
分（
こ
の
期
間
以
外
は
有
料
）

＊
自
己
所
有
の
資
産
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
所
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
ま
た
は
身
分
証

明
書
。
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
歩
行
が

困
難
な
方
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
が
免
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
除
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
5
月
24
日
㈪
ま
で
に
手

税
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

続
き
が
必
要
で
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

耐
震
改
修
工
事
を
し
た
住

宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額

し
ま
す

　
耐
改
修
工
事
後
3
カ
月
以
内
に
固
定

資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
の
要
件
／
①
昭
和
57
年
1
月
1
日

以
前
か
ら
所
在
す
る
住
宅
②
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
す
る
改
修
工
事
③
改
修

工
事
費
が
30
万
円
以
上

減
額
の
範
囲
／
一
戸
あ
た
り
1
2
0

㎡
相
当
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
額
を
2

分
の
1
に
減
額

減
額
期
間
／
申
告
の
翌
年
度
か
ら
3
年
間

必
要
書
類
／
①
減
額
申
告
書
…
固
定
資

産
税
係
窓
口
に
備
え
付
け
②
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
す
る
改
修
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
…
建
築
士
な

ど
が
発
行
し
た
も
の
③
住
宅
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
を
証
す
る
書
類
…
領
収

書
等
の
写
し
④
耐
震
改
修
工
事
仕
様
書

お
よ
び
工
事
写
真
の
写
し

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

4
月
の
納
付

　
納
期
限
は
4
月
30
日
㈮
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
1
期

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

「
ポ
エ
ム
シ
テ
ィ
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
」ス
ポ
ン
サ
ー

　
花
苗
代
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

場
所
／
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
多
賀
城
駅
、
東
北

本
線
国
府
多
賀
城
駅
の
駅
前
の
た
る
鉢

プ
ラ
ン
タ
ー

＊
提
供
者
名
は
、
希
望
に
よ
り
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
多
賀
城
な
ど
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象
／
法
人
や
各
種
団
体
ま
た
は
個
人

と
し
ま
す
。（
市
内
外
を
問
わ
ず
）

料
金
／
法
人
・
各
種
団
体
1
口
1
万
円

個
人
1
口
3
千
円

期
間
／
4
月
1
日
㈭
～
30
日
㈮

申
込
・
問
／
申
込
書
希
望
の
方
は
電
話

な
ど
で
道
路
公
園
課
管
理
係（
内
線

4
3
6
～
4
3
8
）へ

「
蓮
沼
苑
」使
用
者

　
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
を
対
象

に
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

資
格
／
①
本
市
に
1
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
し
て
い
る
方
②
埋
葬
予
定
の

遺
骨
の
あ
る
方
③
申
請
者
の
世
帯
全
員

が
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
方

場
所
／
七
ケ
浜
町
公
園
墓
地（
七
ケ
浜

町
代
ケ
崎
浜
字
蓮
沼
1
番
地
）

区
画
面
積
／
1
区
画
3
・
3
平
方
メ
ー

ト
ル（
間
口
1
・
65
ｍ
奥
行
き
2
ｍ
）

費
用
／
65
万
円（
永
代
使
用
料
55
万
円
、

管
理
料
10
万
円
）

必
要
書
類
／
①
住
民
票（
本
籍
記
載
の

世
帯
全
員
分
で
、
発
行
か
ら
2
週
間
以

内
）②
埋
葬
許
可
証
の
写
し
③
印
鑑

＊
資
格
の
条
件
を
緩
和
し
て
募
集
す
る

場
合
は
、そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
2
、
2
3
3

■
平
成
22
年
度
自
衛
官
募
集

募
集
種
目
・
募
集
期
間
／
一
般
幹
部
候

補
生
・
一
般
曹
候
補
生（
4
月
1
日
～

5
月
10
日
）

予
備
自
衛
官
補（
～
4
月
9
日
）

そ
の
ほ
か
／
応
募
資
格
、
採
用
予
定
人

員
、
試
験
日
な
ど
は
募
集
種
目
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　
仙

台
募
集
案
内
所

☎
2
8
4
・
5
0
1
8

■
平
成
22
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
／
▼
昭
和
56
年
4
月
2
日
～

平
成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

方
で
次
に
掲
げ
る
方
①
大
学
を
卒
業
し

た
方
お
よ
び
平
成
22
年
3
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
②
人
事
院

が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

方勤
務
地
／
仙
台
国
税
局
お
よ
び
東
北
6

県
の
税
務
署

申
込
／
4
月
1
日
㈭
～
14
日
㈬

＊
申
込
書
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院

東
北
事
務
局
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係　
☎
2
6
3
・
1
1
1
1

内
線
3
2
3
6

建
物
等
を
新
築
さ
れ
た
方

へ（
住
所
に
つ
い
て
）

　

市
内
で
住
居
表
示
実
施
区
域（
住
所

が「
○
丁
目
○
番
○
号
」と
表
記
さ
れ
て

い
る
区
域
）内
に
建
物
な
ど
を
新
築
・

建
て
替
え
し
た
際
は
、「
建
物
等
新
築

届
出
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
建
築
確
認
申
請
と

は
別
の
も
の
で
、
住
居
番
号
を
付
け
て

住
所
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
住
居
表
示
実
施
区
域
外
に
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
新
築
し

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
課
記
録
係　
内
線
1
4
2

介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の

給
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
は
、
被
保

険
者
が
工
事
費
用
全
額
を
工
事
業
者
に

支
払
っ
た
後
、
保
険
対
象
費
用（
限
度

額
20
万
円
）の
9
割
を
市
が
被
保
険
者

に
給
付
す
る「
償
還
払
い
方
式
」と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
4
月
申
請
分
か
ら
ご
希

望
に
よ
り
、
保
険
対
象
費
用
の
9
割
を

市
か
ら
直
接
工
事
業
者
に
支
払
い
、
被

保
険
者
に
は
1
割
分
を
ご
負
担
い
た
だ

く「
受
領
委
任
払
い
方
式
」を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
／
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
介
護
福

祉
課
介
護
保
険
係（
内
線
6
6
1
～

6
6
3
）へ

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
就
学
困
難
な

小
・
中
学
生
の
た
め
の
制
度
で
す
。

援
助
内
容
／
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品

費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
校

外
活
動
費
、
医
療
費（
学
校
保
健
安
全

法
で
規
定
す
る
特
定
疾
病
の
治
療
）

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と

な
っ
た
世
帯
②
市
民
税
非
課
税
世
帯

（
世
帯
全
員
が
非
課
税
）③
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯（
原
則
全
額
受
給
者
）④
生

活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

る
世
帯
⑤
国
民
年
金
保
険
料
免
除
世
帯

⑥
国
民
健
康
保
険
税
減
免
世
帯
⑦
個
人

の
事
業
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
減
免
世

帯（
家
屋
新
築
に
よ
る
減
免
は
対
象
外
）

⑧
そ
の
ほ
か
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
場
合

＊
状
況
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
、
対
象
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら

せ
を
廃
止
し
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
に
よ
り
市
税
な

ど
を
納
付
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て

は
、
希
望
さ
れ
て
い
た
方
に
対
し
て
の

み「
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
」を
送

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
振
替
分
か

ら
、
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

＊
引
落
と
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

そ
の
旨
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
～
1
9
6

障
害
者
等
燃
料
費
助
成
券・

タ
ク
シ
ー
利
用
券

対
象
／
対
象
者
お
よ
び
持
ち
物
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。（
児
童
福
祉
施
設
、

障
害
者
支
援
施
設
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
を
除
く
）

申
請
期
間
／
4
月
1
日
㈭
～
7
日
㈬
午

前
9
時
～
午
後
4
時
30
分（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）

会
場
／
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
相
談

室（
4
月
8
日
㈭
以
降
は
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係
窓
口
へ
）

＊
申
請
は
、
燃
料
費
助
成
券
か
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま

す
。
交
付
を
受
け
た
助
成
券
な
ど
は
、

年
度
途
中
で
他
券
と
の
交
換
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　
内
線

1
6
7

生
垣
づ
く
り
・
花
の
植
栽

な
ど
へ
の
費
用
助
成

▼
生
垣
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
公
道
に
面
し
た
敷
地
に
、
生
垣
を
延

べ
5
メ
ー
ト
ル
以
上
設
置
す
る
場
合
、

設
置
費
用
の
2
分
の
1
以
内
で
、
最
高

限
度
額
個
人
10
万
円
、
法
人
20
万
円
ま

で
助
成
し
ま
す
。（
生
垣
設
置
の
た
め

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
も
助

成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所
へ

花
を
植
栽
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

花
苗
・
種
・
球
根
の
購
入
費
の
3
分
の

2
以
内
で
、
最
高
限
度
額
年
6
万
円
ま

で
助
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
補
助
は
、
予
算
の
範
囲
内

で
行
い
ま
す
の
で
早
期
に
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
4
～
4
2
6

■
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
で
夜
間
走
行
試
験
を
実

施
し
ま
す

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
平
成
23
年
春
か

ら
の
仙
石
線
新
運
行
シ
ス
テ
ム
開
始
に

向
け
、夜
間
走
行
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
4
月
～
平
成
23
年
3
月（
週
2

回
程
度
）午
前
1
時
頃
～
午
前
4
時
頃

区
間
／
あ
お
ば
通
駅
～
松
島
海
岸
駅
間

（
2
往
復
程
度
）

問
／
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
仙
台
支
社

総
務
部
企
画
室　
鉄
道
計
画
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
☎
2
6
6
・
9
6
0
1

■
4
月
1
日
か
ら
七
ケ
浜
町
民
バ
ス

「
ぐ
る
り
ん
こ
」が
本
格
運
行

　
本
格
運
行
に
合
わ
せ
、
市
内
に
お
い

て
は
、
笠
神
地
区
に「
赤
石
病
院
前
」停

留
所
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
路
線
の
一

部
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
㈱
ジ
ャ
パ
ン
交
通

☎
3
6
6
・
2
5
1
1

七
ケ
浜
町
政
策
課

☎
3
5
7
・
7
4
3
9

■
汐
見
台
団
地
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

　
㈱
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
で
運
行
し
て
い
る

汐
見
台
団
地
線（
多
賀
城
駅
～
七
ケ
浜

町
汐
見
台
地
区
間
）が
、
4
月
1
日
か

ら
平
日
便
の
ジ
ャ
ス
コ
経
由
を
廃
止
す

る
な
ど
、
大
幅
な
便
数
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
発
着
時
刻
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
㈱
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
塩
釜
営
業
所

☎
3
6
5
・
5
1
6
1

くらしのくらしの
情報情報

募
集

く
ら
し

対象者および持ち物（申請書は、市役所窓口ほか、市ホームページからもダウンロードできます）
助成内容 身体障害者 知的障害者 精神障害者 特定疾患等 持ち物

タ
ク
シ
ー
利
用
券

申請月より1枚
600円の利用
券を1月当たり
4枚交付

身体障害者手帳の1級
および2級または3級
（下肢障害又は呼吸器
機能障害で在宅酸素療
法を実施している方）
をお持ちの方
＊在宅酸素療法を利用
している方は在宅酸素
療法者酸素濃縮器利用
助成事業の申請が必要
です。

療育手帳A
をお持ちの
方

1級および
2級をお持
ちの方

次のいずれかをお持ち
の方
・�特定疾患医療受給者
証

・�小児慢性特定疾患治
療研究事業医療受診
券

・�先天性血液凝固因子
障害等医療受給者証

＊上記の疾患を有し、
生活保護法により医療
給付を受けている方

・印鑑（朱肉を使用するもの）
・手帳または受給者証など

燃
料
費
助
成
券

申請月より1枚
500円の助成
券を1月当たり
3枚交付

・印鑑（朱肉を使用するもの）
・手帳または受給者証など
・自動車検査証
＊�対象者と生計を一にしてい
る方または、常時介護して
いる方（市内在住）が対象者
のために運転する場合も該
当します。
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■
宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所（
福

祉
部
門
）が
移
転
し
ま
し
た

　
宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
福

祉
部
門
は
、
4
月
1
日
に
県
仙
台
合
同

庁
舎（
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
）か

ら
塩
釜
保
健
所
庁
舎（
塩
竈
市
北
浜
4

丁
目
8
―
15
）に
移
転
し
ま
し
た
。

　
ご
来
所
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

問
／
宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

☎
3
6
3
・
5
5
0
2

■
再
就
職
・
技
術
技
能
向
上
の
職
業
訓

練
を
提
供
し
て
い
ま
す

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
職
業
訓
練
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

再
就
職
の
た
め
の
職
業
訓
練
／
も
の
づ

く
り
分
野
の
仕
事
を
中
心
と
し
た
訓
練

で
す
。

＊
若
年
者
コ
ー
ス
の
現
場
実
習（
1
カ

月
間
）に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所

を
探
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
宮
城
セ
ン
タ
ー
訓
練
第
一

課（
☎
3
6
2
・
2
5
1
6
）ま
で

http://w
w
w
.ehdo.go.jp/m

iyagi

■
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

　
本
市
で
は
、
勤
労
者
の
方
々
の
生
活

安
定
を
図
る
た
め
、
東
北
労
働
金
庫
と

提
携
し
、
勤
労
者
向
け
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
東
北
労
働
金
庫
多
賀
城
支

店（
☎
3
6
2
・
1
1
2
2
）へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
へ

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時

や
、
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ

た
時
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
職
場
の
保
険
な
ど
を
取
得
し
た

日
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

国
民
健
康
保
険
税
の
納
入

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
納
入
通
知
書（
暫
定

賦
課
第
1
期
～
第
3
期
）を
4
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
の
納
入
は
、
納
期
限
前

の
毎
月
26
日（
12
月
は
25
日
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

に
振
り
替
え
ま
す
。
残
額
不
足
な
ど
で

振
替
不
能
の
場
合
は
翌
月
10
日
に
再
度

振
り
替
え
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

国
民
健
康
保
険
脳
検
診
助

成
事
業
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
を
対
象
に
脳
検
診（
脳
ド
ッ
ク
）

へ
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
助
成
対
象
者
の
方
に
は
4
月
中
旬
に

ご
案
内
の
書
類
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

も
の
忘
れ
予
防
相
談

　
無
料
で
保
健
師
が
簡
単
な
テ
ス
ト
を

行
い
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
生
活
を
一

緒
考
え
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
は
、
早

期
で
あ
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
。

日
時
／
毎
月
の
広
報
多
賀
城
に
掲
載
し

て
い
ま
す（
今
月
は
25
ペ
ー
ジ
で
す
）

対
象
／
認
知
症
が
心
配
な
方（
本
人
が

お
い
で
く
だ
さ
い
）

場
所
／
市
役
所
1
階
相
談
室

申
込
・
問
／
今
月
は
4
月
16
日
㈮
ま
で

健
康
課
成
人
保
健
係（
内
線
1
3
3
）へ

■
労
働
相
談
1
1
0
番
の
お
知
ら
せ

　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
な
ど
、
何
で
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

期
間
／
4
月
12
日
㈪
、
13
日
㈫
午
前
10

時
～
午
後
5
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
・
7
9
7
・
0
0
2

＊
こ
の
日
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
方
労
連

☎
3
6
5
・
2
7
0
1

■
東
北
学
院
大
学
と
の
連
携
事
業

「
地
域
市
民
の
た
め
の
大
学
公
開
講
座
」

メ
ー
ン
テ
ー
マ「
豊
か
で
希
望
の
あ
る

社
会
を
目
指
し
て
P
a
r
t
2
」

日
時
／
5
月
19
日
～
7
月
7
日
毎
週
水

曜
日
午
後
6
時
～
7
時
30
分（
全
8
回
）

会
場
／
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
1
号
館
3
階
第
2
会
議
室

内
容
／
文
学
部
・
経
済
学
部
・
経
営
学

部
・
法
学
部
・
教
養
学
部
各
1
回
、
工

学
部
3
回
、
計
8
回
の
講
座
。
修
了
証

を
授
与
し
ま
す
。

対
象
／
高
校
生
以
上
で
継
続
し
て
参
加

で
き
、
意
欲
の
あ
る
方

定
員
・
費
用
／
50
人
、
無
料

申
込
・
問
／
4
月
19
日
㈪
～
5
月
8
日

㈯
に
、
往
復
は
が
き
に「
公
開
講
座
受

講
希
望
」と
明
記
し
、
①
住
所
②
氏
名・

フ
リ
ガ
ナ
③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
東
北
学
院
大
学
多
賀
城

キ
ャ
ン
パ
ス
庶
務
係（
〒
9
8
5
・

8
5
3
7
多
賀
城
市
中
央
一
丁
目
13

番
1
号
）へ　
☎
3
6
8
・
1
1
1
6

多
賀
城
大
学（
全
10
回
）

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
社
会
参
加
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
／
5
月
25
日
～
平
成
23
年
2
月
22

日
午
前
10
時
～
11
時
40
分

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室

対
象
・
定
員
・
費
用
／
60
歳
以
上
の
市

民
1
5
0
人
、
無
料

申
込
・
問
／
4
月
18
日
㈰
ま
で
中
央
公

民
館（
☎
3
6
8
・
0
1
3
3
）へ
直
接

多
賀
城
史
遊
館
事
業

　
会
場
は
す
べ
て
多
賀
城
史
遊
館
。　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
へ

直
接
ま
た
は
電
話
で

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

❖
特
大
か
ぶ
と
を
折
っ
て
み
よ
う

　
子
ど
も
の
日
に
ち
な
み
、
折
り
紙
で

か
ぶ
と
を
作
り
ま
す
。

日
時
／
4
月
25
日
㈰
午
後
1
時
～
3
時

対
象
・
定
員
／
5
歳
以
上（
小
学
3
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）15
人

費
用
／
1
0
0
円（
材
料
費
）

申
込
／
4
月
1
日
㈭
～
23
日
㈮

❖
史
遊
館
無
料
体
験

日
時
／
5
月
1
日
㈯
～
5
日
㈬
午
前
9

時
～
11
時
、
午
後
1
時
～
3
時

内
容
／「
ミ
ニ
ま
が
玉
づ
く
り
」

大
代
地
区
公
民
館
事
業

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
大
代

地
区
公
民
館
へ
費
用
を
添
え
て
直
接

申
込
／
4
月
14
日
㈬
～
21
日
㈬
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
受
付
、
先
着
順

☎
3
6
4
・
8
4
4
2

❖
ら
く
ら
く
健
康
運
動
講
座

日
時
／
5
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭
午
前
10

時
～
11
時
30
分（
全
2
回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
12
人
、

5
0
0
円

❖
ミ
ニ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

日
時
／
5
月
21
日
㈮
・
28
日
㈮
午
前
10

時
～
11
時
30
分（
全
2
回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
20
人
、

5
0
0
円

❖
体
力
づ
く
り
教
室

日
時
／
6
月
4
日
㈮
～
7
月
21
日
㈬
ま

で
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
全
8
回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
20
人
、

1
、
5
0
0
円

❖
ペ
ン
習
字
教
室（
入
門
コ
ー
ス
）

日
時
／
6
月
～
9
月
の
第
2
・
第
4
火

曜
日
午
後
6
時
～
7
時
30
分（
全
8
回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
20
人（
初

心
者
）、
1
、
5
0
0
円

❖
女
性
教
養
講
座

日
時
／
6
月
10
日
㈭
～
9
月
9
日
㈭
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
全
6
回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民（
女
性
）30

人
、
無
料

内
容
／
自
己
の
向
上
、
充
実
を
図
る
た

め
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ま
す

❖
山
茶
花
大
学

日
時
／
6
月
17
日
㈭
～
平
成
23
年
2
月

24
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
全
7

回
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
60
歳
以
上
の
市

民
80
人
、
無
料

内
容
／
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
や
地

域
社
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

山
王
地
区
公
民
館
事
業

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
山
王

地
区
公
民
館
へ
費
用
を
添
え
て
直
接

申
込
／
4
月
8
日
㈭
～
22
日
㈭
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
受
付
、
先
着
順

☎
3
6
8
・
6
1
9
2

❖
歴
史
講
座

日
時
／
5
月
11
日
～
9
月
28
日
の
火
曜

日
午
前
10
時
～
正
午（
全
9
回
）

対
象
・
定
員
／
市
民
一
般
60
人

費
用
／
館
外
研
修
費
負
担
あ
り

内
容
／「
最
後
の
戦
国
大
名
九
戸
政
実

と
最
北
の
戦
国
大
名
た
ち
」な
ど

❖
山
王
大
学

日
時
／
5
月
～
9
月
の
毎
月
一
回
、
木

曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
全
5
回
）

対
象
・
定
員
／
市
民
一
般（
60
歳
以
上
）

60
人

内
容
／
高
齢
者
と
し
て
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す

❖
女
性
講
座

日
時
／
5
月
～
9
月
の
毎
月
一
回
、
金

曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
全
5
回
）

対
象
・
定
員
／
市
内
に
居
住
す
る
女
性

40
人

内
容
／
女
性
と
し
て
の
社
会
参
加
と
自

分
ら
し
く
輝
く
た
め
の
知
識
や
教
養
を

学
び
ま
す

❖
初
め
て
の
陶
芸
ー
陶
芸
教
室

日
時
／
5
月
26
日
～
7
月
14
日
の
水
曜

日
午
前
9
時
30
分
～
正
午（
全
6
回
）

対
象
・
定
員
／
市
民
一
般
15
人

費
用
／
3
、
5
0
0
円（
材
料
代
込
み
）

内
容
／
手
び
ね
り
で
マ
グ
カ
ッ
プ
、
茶

飲
み
茶
碗
を
つ
く
ろ
う

❖
中
高
年
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

日
時
／
5
月
25
日
～
7
月
13
日
の
火
曜

日
午
後
1
時
30
分
～
3
時（
全
8
回
）

対
象
・
定
員
／
市
民
一
般
20
人

費
用
／
1
、
5
0
0
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
賀
城
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事

務
局（
総
合
体
育
館
）へ

☎
3
6
5
・
1
9
1
8

❖
親
子
体
操
体
験
教
室

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、リ
ズ
ム
体
操
、マ
ッ

ト
運
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
！

日
時
／
4
月
27
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
総
合
体
育
館

対
象
／
2
歳
～
4
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
30
組

費
用
／
会
員
4
0
0
円
、
会
員
以
外

6
0
0
円

●4月の休館日
毎週月曜日、29日㈭、
30日㈮

　 	4月の展示
	 「多賀城の魅力再発見」
	 　史跡や歌枕の地など、市
内の見どころや「おいしい
多賀城の味」も紹介します。
春の散策に最適な「散策
マップ」も配布します。

	 期間／1日㈭～28日㈬
	 問／多賀城市観光協会事務
局（商工観光課内）（内線472）

　 	4月の展示図書
	 「本がだ～いすき」
	 　2010年は国民読書年。
	 　もっともっと本を読もう
を合い言葉に本が登場する
作品や本のガイドブックを
展示します。

	 期間／1日㈭～28日㈬
	 ※�展示した本は、貸し出し

できます。

高崎・セジュールひかり駐車場
6日㈫・20日㈫

10：00～10：30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30
城南小学校北側駐車場 13：30～14：00
城南小学校 今月の巡回はありません。
高橋・発向興業駐車場 7日㈬・21日㈬ 10：00～10：30
ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30
多賀城東小学校 21日㈬ 14：30～16：00
新田公民館脇 8日㈭・22日㈭ 10：00～10：30
新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30
山王小学校 22日㈭ 14：30～16：00
八幡・末の松山沖の井駐車場

13日㈫・27日㈫
10：00～10：30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30
アシスト多賀城 13：40～14：10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ前 14日㈬・28日㈬ 10：00～10：30
桜木・県営住宅集会所前 10：50～11：30
天真小学校 今月の巡回はありません。
塩釜三中内駐車場

1日㈭・15日㈭
10：00～10：30

丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30
多賀城八幡小学校 16日㈮ 14：30～16：00
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

申
込
／
4
月
23
日
㈮
ま
で
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
費
用
を
添

え
て

❖
市
民
プ
ー
ル
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

期
間
／
4
月
29
日
㈭
～
5
月
6
日
㈭

＊
5
月
7
日
㈮
か
ら
通
常
通
り
開
館
し

ま
す
。

�
たがじょうポケットムービー�
　KHB「ふるさとみやぎCM大賞」
に応募した、市を紹介するコマー
シャル映像がホームページからご
覧いただけるようになりました。
　平成14年から21年度まで8作
品を掲載しています。市の魅力を
30秒間という短い時間に表現した
作品の数々をお楽しみください。

催
し
・
講
座

さざんか号の予定移　動
図書館

市立図書館 ☎367-1730
http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

対　象
市内に勤務先または住所を有する勤労者で、東北労働金庫の会員およ
びその構成員となる資格を有する方（東北労働金庫の会員は、個人で
も随時加入できます）

内　容
育児・介護休業者生活安定資金 育児または介護休業中に要する生活

資金

一般生活資金
本人とその被扶養者の婚姻、出産、
療養、学費、災害、葬祭、通勤用自
家用車購入に要する生活資金

限度額 育児・介護休業者生活安定資金 100万円
一般生活資金 200万円

利　率 育児・介護休業者生活安定資金 年利1.20％
一般生活資金 年利2.50％

償還期間 育児・介護休業者生活安定資金 5年以内の分割払い（1年以内の元
金据え置き期間を含みます）

一般生活資金 5年以内の分割払い
保証人 1名以上の保証人または日本労働者信用基金協会の保証が必要です。

募
集
コ
ー
ス
科

住宅診断サービス科
住宅リフォーム技術科
ビル設備サービス科
電気・通信施工技術科
制御システム技術科
CAD・NCオペレーション科
設備保全科
生産マネジメント科

若
年
者

コ
ー
ス

機械加工技術
溶接技術
電気設備
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休日の診療
内科・小児科

■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
4月4日 松原歯科医院 塩竈市北浜4-5-12 365-0001
11日 皆川歯科医院 塩竈市本町8-2 366-2385
18日 はぎわら歯科医院 多賀城市町前3-1-17 366-6400
25日 おおしろ歯科クリニック 多賀城市大代1-1-38 362-2822
29日 誠寿歯科医院 多賀城市高橋2-19-20 368-5588

5月2日 泉沢歯科医院 塩竈市泉沢町17-15 363-2306
3日 ホワイト歯科クリニック 多賀城市伝上山4-8-20 367-6151
4日 広沢歯科 利府町しらかし台2-12-2 356-5127
5日 藤原歯科 多賀城市伝上山2-31-45 366-4481

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～11時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
「健康づくりカレンダー」に載せている対象生年
月日と人数調整などのため異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 9日㈮・28日㈬	 受付 12:10～12:30
21年11月27日～21年12月24日生まれ

1歳6カ月児 8日㈭・27日㈫	 受付 12:10～12:30
20年8月29日～20年9月17日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

22日㈭	 受付 9:30～9:50
19年8月29日～19年9月24日生まれ

3歳児 7日㈬・23日㈮	 受付 12:10～12:30
18年9月15日～18年10月19日生まれ

母子健康手帳の●
交付　

5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪	受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

ことばの相談● 13日㈫	 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 26日㈪	 受付 9:20～10:40
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 14日㈬	 受付 9:30～10:00
21年12月11日～22年1月14日生まれの方とBCG接種
を受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予
診票に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

ポリオ投与● 15日㈭・16日㈮・19日㈪・20日㈫・21日㈬
	 受付 13：10～14：00
平成21年7月1日～平成21年12月31日生まれの方（1回目）
3ケ月～7歳6ケ月未満でポリオ2回目をまだ接種していない方
対象年齢3ケ月～7歳6ケ月未満児（3ケ月～1歳6ケ月の接種
が望ましい）　※医療機関では実施しません

予防接種手帳の●
交付　

3カ月～4カ月児健康診査通知と一緒に送付して
います。転入などでお持ちでない方は、母子健康
手帳を持参の上、健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

15日㈭	 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

離乳食講習会（2回コース）
日　　　時／13日㈫午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／�7カ月～8カ月児の保護者15組
　　　　　　（先着順）
費　　　用／200円

問／健康課親子保健係　内線135

子育てサポートセンター事業
会場は子育てサポートセンター。
申し込み、問い合わせは同センターへ直接または電話で。受け
付けは午前9時から

☎389・2180
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 費用

双子ちゃん集まれ
双子、三つ子を育てて
いるお母さん、子育て
の悩みを話したり、情
報交換をしましょう。

27日
㈫

10：15
～

11：15

未就学の双
子・三つ子
と 保 護 者
10組

4月
13日㈫
から

無料

★ファミリーサポート協力会員募集
　生後2カ月～小学校6年生までのお子さんを、自宅でお預か
りする子育て支援事業です。（5月初旬に講習会を予定）
対　　象／�市内在住の20歳以上の方で、事業に理解と熱意の

ある方
申込・問／�ファミリーサポート事務局（子育てサポートセンター

内）☎389・2181

鶴ケ谷児童館事業
会場はすべて鶴ケ谷児童館。申し込み、問い合わせは同館へ
申し込みは本人または家族の方に限ります。

☎362・0763
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 費用

おもちゃランド
おもちゃで遊んだり、
体操や絵本などのおは
なしもあります。「おは
なしの会くれよん」の皆
さんが来ます。

15日
㈭

10：15
～

11：30
乳幼児と保
護者

不要 無料

おはなしランド
図書館ボランティア蒲
公英（たんぽぽ）による
おはなし会。

16日
㈮

11：00
～

11：15
乳幼児と保
護者

★「作って遊ぶはっぱくん」メンバー募集
　学校や学年の違う友達と、いろいろなものを作って遊びます。
児童館が応援して活動する小学生のサークルです。
期　　　間／�5月～平成23年3月水曜日、月1～4回、
　　　　　　午後3時15分～4時15分
対象・定員／小学生25人（先着順）
申　　　込／4月21日㈬午後3時から同館へ直接

西部児童センター事業
会場はすべて西部児童センター。申し込み、問い合わせは同セ
ンターへ直接または電話で。受け付けは午前9時から（各申し
込み対象は市内居住者に限ります）

☎368・4142
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み 費用

みんなおいで
ふれあい遊びをして親
子で楽しく遊びましょ
う。

14日
㈬

10：15
～

10：45

1歳以上の
幼児と保護
者15組

4月1日
㈭から

無料
チャレンジ教室1
交流ボランティアの方と
一緒にニュースポーツに
チャレンジしましょう。

21日
㈬

15：00
～

16：00
小学生

不要
おやこのひろば
いろいろなおもちゃで
楽しく遊びながら、友
達の輪を広げましょう。

28日
㈬

10：15
～

11：15

1歳以上の
幼児と保護
者

★幼児グループ「いちご」メンバー募集
　いろいろな遊びを親子で楽しみます。
期　　　間／�4月～平成23年3月までの金曜日、毎月1回～2回
　　　　　　午前10時15分～11時
対象・定員／�平成22年4月2日現在、2歳以上の幼児と保護

者20組（定員を超えた場合、抽選）
申　　　込／�4月16日㈮午前9時～9時30分、同児童センター

へ直接

市立図書館事業
申し込み、問い合わせは市立図書館へ。

☎367・1730
●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
対　象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

イベント名 日　時 会　場
朗読サークル多賀城 7日㈬・

21日㈬
15：00～
15：30

市立図書館図書館ボランティア　
蒲公英（たんぽぽ）

9日㈮・
23日㈮

11：00～
11：30

プーさんのおはなしや 3日㈯ 11：00～
11：30

カンガルー読書会
3日㈯ 10：30～

11：00
大代地区公
民館別館

14日㈬・
28日㈬

10：30～
11：30

大代地区公
民館

スキップ 13日㈫ 11：00～
11：30

山王地区公
民館

●�子ども読書の日スペシャルおはなし会「まつお文庫松尾福子
さんによるおはなし会」／市立図書館
日　時／4月25日㈰午後2時～3時
対　象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

そのほかのイベント
●�特大かぶとを折ってみよう（詳しくは22ページ
をご覧ください）

●�親子体操体験教室（詳しくは23ページをご覧く
ださい）

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など
内線237
生活環境課

13日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を
内線237
生活環境課

23日㈮11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方
内線237
生活環境課

12日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など
☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）
身体障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

27日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方
☎368-6300
社会福祉協議会

5日・12日・19日・26日の各月曜日�10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などでお困りの方
内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方。（事前電話予約）
内線132
健康課

19日㈪13時30分～16時
市役所1階　社会福祉課相談室

家  庭 ・ 児  童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など☎368-1631

こども福祉課 平日8時30分～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制

☎363-5502

●抗ＨＩＶ抗体検査
7日㈬・21日㈬� 受付／9時～10時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（診断書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 3日㈯・19日㈪13時30分から

4 月の相談 相談窓口などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

NEWWNEW

4月の献血のお知らせ
献血にご協力をお願いします

●全血献血／3日㈯午前10時～午後4時30分
� マックスバリュ多賀城鶴ケ谷店
　　　　　　29日（木・祝）午前10時～午後4時
� ジャスコ多賀城店
●対象／16歳～69歳の健康な方
　　（65歳以上の方は、60歳～64歳の間に献血経験がある方）
●所要時間／およそ30分
問／社会福祉課総務企画係　内線163

育てられなくなった犬や猫の引き取り 8日㈭・22日㈭10：00～12：00　宮城県塩釜保健所で　問／塩釜保健所 ☎363-5505



発売開始 �
相川七瀬 Concert 2010 “ROCK or DIE”
7月16日㈮　開演／午後6時30分　市民会館大ホール
 全席指定 　5,500円〈2枚まで会員割引あり〉
芸術鑑賞会員先行発売4月10日㈯から市民会館のみで発売
一般発売4月17日㈯から各プレイガイドで発売
＊当日券は500円増し。
＊未就学児の入場はご遠慮ください。
　［託児ルームあり（1才6カ月～未就学児）7月2日まで要予約・有料］
　プレイガイド　多 七 メ 三 藤 Ｐ 102－301 Ｌ 26325 e+ 

売り切れ間近 �
吉幾三コンサート（2回公演）
6月20日㈰　市民会館大ホール
2回公演　昼の部 開演／午後2時
　　　　　夜の部 開演／午後6時
 全席指定 　�Ｓ席6,000円〈2枚まで会員割引あり〉 

Ａ席5,000円
＊購入枚数は1人4枚まで（昼の部・夜の部合わせて）
＊当日券は500円増し。
＊未就学児の入場はご遠慮ください。
　［託児ルームあり（1才6カ月～未就学児）6月6日まで要予約・有料］
各プレイガイドで発売中　多 七 メ 藤 Ｐ 347－253　Ｌ 25686

多賀城市民会館イベント情報

チケットプレイガイドの凡例▼ 多 多賀城市民会館  七 七ケ浜国際村  メ メロディーズ（塩竈市）  三 三越仙台店  藤 藤崎（仙台市）
Ｐチケットぴあ（Ｐコード）  Ｌローソンチケット（Ｌコード）  e+  イープラス（http://eplus.jp）  ＊チケットの価格はすべて税込です。

問／市民会館☎368-0132 ホームページ http://www.tagajo-cityhall.com/ 多
たがじょうつうしん

楽情通信もご覧ください。

人口と世帯数（2月末現在） 人口 62,881人（－38人） 世帯数 24,525世帯（－6世帯） ※（　）は前月比です。

4月3日（土）・4日（日）の土曜日・日曜日に転入転出に関する
窓口を開設します！

　引っ越しに伴う届け出などで、市役所
の窓口は大変混雑します。このため、窓
口においでの皆さまには、長い時間お待
ちいただくなど、大変ご迷惑をおかけし
ています。そこで、次の日程で市役所で
の窓口業務を実施します。
実施期間／4月3日㈯、4日㈰
実施時間／午前9時～午後5時
※右の表以外の手続きなどは取り扱って
いませんので、ご注意ください。
※窓口開設期間中は市役所の自動交付機
もご利用いただけます（午前9時～午後
5時）。

自動交付機の利用停止
　漏電検査のため、市内各施設の自動交付機を一時停止します。
停止日時／4月24日㈯　午前8時30分～午後1時30分
設置場所／山王地区公民館、大代地区公民館、市民会館
※市役所に設置してある自動交付機は、土曜、日曜日、祝日は利用できません。（4月3日、4日は利用
できます。）
問／市民課市民係　内線145
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■開設窓口と業務内容
市民課（内線141～145） 国保年金課（内線121～126）

・住民異動（転入・転出・転居等）届
・建物等新築届
・印鑑登録申請、発行
・多賀城市民カードの申請、発行
・住民基本台帳カードの申請、発行
・戸籍関係届出の受付
・�小、中学校の転入学および就学通
知発行
・各種証明書の交付

・�国民健康保険の資格取得および喪
失届
・国民年金の資格取得および喪失届
・乳幼児医療費助成申請
・母子父子医療費助成申請
・心身障害者医療費助成申請
・�後期高齢者医療保険の資格取得お
よび喪失届

こども福祉課（内線181～182） 税務課（内線151～153）

・�子ども手当（児童手当）関係届出の
受付

・�市・県民税（非）課税（所得）証明書
の発行

収納課（内線192～194）

・市税などの納付
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